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０
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７
６
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２
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ツ
ク
旱
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）
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ｒ
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フ
し

「‘′

一

０
ロ

ヽ
′

一こフ
し

つ
Ｇ
∩

¨

０
０

ア

」

０
ロ

■
′

０
し

〔
Ｕ

０
０

′

」

ｎ

一
一
′

…

…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…

…
…
　
畜
三
十
０
・　
当
王
望
⑦
ｙ
‘
回
の
・

‥
…
…
…
‐
‥
―
…
…
…
…
…
…
…

…
　
ξ
義
叫
工
一認
Ｔ
Ｏ
　
ヨ
出
コ
〓
０

，
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
，
　
■
印
鮨
一慨
０
・　
認
笞
》
田
里
上
日
０

‥
―
‥　
　
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
‥　
４
薫
田
型
⊥
副
０
　
■
叫
甲
準
①

…

…

…
…
…

…
…
‥
　
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
　
国
碑
　
コ
〓

‥
…
…
　
胡
軒
童
裂
甲
０
０
　
削
静
摯
Ｙ
シュ
准
①
　
観
臨
裂
￥
聖
雷
３
①

…

…
…
…
…
…
…
１
１
…
…
…
…
‥
　
戯
酔
ヨ
①
　
副
当
型
塁
早
■
酵
語
①

…

…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

―
―
…
…
…
…
…
　
日
￥
①
・　
凱
ヨ
①

…

…

…
…

…
…
…

…

…

…
…
…
…

…
…
…
…
‥　
罫
稟
①
　
劉
ヨ
①

ｌ
‥
―

―
　
凱
碑
颯
争
ｇ
艦
・静
上
旨
遡
燿
業
ヨ
［音
島
醤
一一〇
）
制
一甲
平
冒
①
一

…
…
…
…
…
…
‥
　
‥
…
…
…
…
…
…
…
‥
　
戯
陥
￥
０
一毀
①
　
Ｏ
早
削
平
⑥

‥
―
―
…
…
…
…
…
…
…
‥
　
…
…
…
…
…
…
‥
　
当
ヨ
岬
￥
事
鴨
０
　
摯
０

，
…
…
…
…

…

‥
―
…
…
…
…
…
…
…
…

…
‥
　
胡
畢
■
馴
０
　
日
￥
平
０

１

１

，
…
…
…
…
…
…
…
…
…
―
…
…
…
　
皇
由
亀
Ｏ
　
静
劉
勲
国
Ｗ
里
０

…
…
…
…

１

・―
―
…
…
…
　
赳
動
０
狙
♀
黎
響
王
章
０
　
赳
畢
湘
申
単
①

…

…
…
…
…
…

…
…
…

　
‥
…
…

…

…
…
…

…
…
…
　
　
国
硼
　
コ
〓

…
…
…
…
…
‐
‥
１
１
…
…
…
…
…
…
…

…
　
…
…
…
…
…
…
‥
　
ヨ
慨
早
④

ｌ
…
…
…
…
…
…
…
　
鳳
￥
⑦
興
①
・　
襲
⑦
酢
酔
ｋ
ヨ
Ｔ
♀
皇
Ｏ
γ
ｖ
一〓
ｍ^
一一

赳
瑠
墓
ロ
ヨ
望
一一劇
璽
田
浄
γ
①
・

（爾
畜

占
］一蟹

・籠
一疇
一耕
一豪
）
凱
妻
①

‥
…
…
…
…
…
…
　
禦
艦
④
　
諄
裂
￥
謎
留
３

・
艶
摯
Ｙ
甲
章
准
０
世
Ｔ
①

（ヨ
早
三
］
一
当
Ｔ
）
当
⑦
裂
ξ
①

　
（０
）ｖ
Ｏ
■
準
）
辞
王
菫

・
韓
⑦
甲
０

１
…
…
…
…
　
摯
串

・
漱
？
鄭
早
⑦
聟
圧
０
・　
ヨ
⑦
筆
裂
Ｙ
章
泄
⑦
型
ｋ
Ｏ
・

‥
―
‥
‥
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
―
…
…
　
襲
薫
〓一亜
０
　
藁
王
＋
０

１
‥
…
…
…
‥
　
日
）郵
激

・
隷
ヨ
的^
断

皇
菌
平
０
甲
軍
￥
０
　
畜
型
⑦
￥
Ｏ

ｌ
ｌ

‥
‥
―
―
―
　
胡
〓一］
層
早
議
墜
剪
□
茎
｝堅
珈
峯
回
［一⑦
　
〓
⑦
田
単
①

…
…

…
…
…
…
…
　
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
　
国
碑
　
コ

一

Ｃ
，
い
年
■

政

　

目

_●・●

囲贈



０
安
養
寺
の
十
王
様
　
⑩
梵
網
経

（町
文
化
財
指
定
）

‐
…
…
‐
―
…
…
…

⑪
忠
魂
碑
　
⑫
恩
師
小
川
昌
成
先
生
頌
徳
碑
　
‥
―
―
‥
―
…
…
…
…
…
…

①
法
塔
　
①
大
庭
天
自
　
一⑮
間
ヶ
沢
の
道
標
　
―
―
‥
…
―
…
…
…
　
…

⑩
下
の
宮
荒
神
社
　
０
枝
垂
れ
桜

・
槙
の
木

（登
録
天
然
記
念
文
化
財
指
定
）

四
区
　
地
図
　
‥
…
…

…
…

…

…

…

…
…

…
…
…
…

…
…
…
…
…
…

…

０
松
岡
城
趾
　
‥
…
…
…
…
…
…
‥
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

②
秋
葉
大
権
現

・
金
毘
羅
大
権
現
　
③
馬
頭
観
世
立日
　
‥
…
…
…
…
…
…

…

④
清
水
庵

（観
音
堂
）
と
十
王
様
　
⑤
清
水
庵
廻
国
巡
礼
塔
　
‥
…
…
…

…

⑥
倉
屋
敷

・
古
屋
敷
跡
　
⑦
青
面
金
剛
　
…
…
…
―
‥
…
―
―
‥
…
　
…

０
み
ち
じ
る
べ
　
①
巡
礼
沢
砂
防
工
事
完
成
記
念
碑
　
‥
―
…
…
…
―
‥
―

⑩
市
場
石
　
①
串
原
重
松
頌
徳
碑
　
‥
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

⑫

一̈一Ｅ
山
松
源
寺

⑩
銚
子
ヶ
洞
の
山
の
神
　
，
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

０
・猿
田
彦
大
神
　
一ｍ
）蚕
玉
大
神
　
…
…
…
…
‥
…
…
…
…
…
…
…
‥
…
…
…
…
…

⑩
新
井
の
シ
ャ
ゴ
ジ
　
０
上
洞
の
シ
ャ
ゴ
ジ
　
，
１
‥
…
…
…
…
…
…
…
…
…

五
区
　
地
図
　
…

…
…
…

…
…
…
…
…

　

‥
…

　
…
　
　
…
…
　
…
…

①
武
陵
地
第

一
号
古
墳
　
‥
‥
‥
―
‥
―
…

…

…
―
―
…
‥　
　
‥
‥
　
‐
…

②
廻
国
巡
礼
塔

・
道
祖
神
の
碑
　
０
道
標
　
…
…
―
―
―
―
‥
‥
‥
　
‥
‥

０
一護
摩
堂
　
⑤
青
面
金
剛
　
⑤
青
面
金
剛
　
‥
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

⑦
武
陵
地
天
白
　
０
日
限
地
蔵
　
‥
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
‥
…
…
…
…
…
…

０
秋
葉
大
権
現
　
⑩
坂
牧
城
址
　
‥
…
…
‥
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…

六
区
　
地
図
　
　
…

　
　
…
　
‐
‥

　

‐
‥
‥

―
―
―

…

…

…
…
…

①
災
害
復
興
記
念
碑
　
②
水
神

（０
・０
・０
・０
・０
）
　

…

…
…

…

…
…

③
出
砂
原
の
六
地
蔵
　
一④
出
砂
原
の
大
石
　
‐
‥
―
…
…

―
―
‥
…
　
…

―
‥

⑤
〓
界
萬
霊
碑
　
⑥
供
養
塔
　
‥
…
…
―
…
…
…

…
…
…
…
…
…

―
―
―

⑦
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
跡
　
①
斉
藤
茂
吉
の
歌
碑
　
‥
…
…
…
…
…
…
…
…
…

Ｏ
大
井
の
取
り
入
れ
口
　
⑩
築
堤
記
念
碑
　
①
亀
甲
石
　
…
…
…
…
…

…
…

下
市
田
の
古
道

（善
光
寺
道

・
秋
葉
道
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

変
わ
り
行
く
萩
の
郷
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

編
集
委
員
紹
介

・
編
集
に
あ
た
っ
て
　
，
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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０
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，
Ｗ
筆
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ｒ
１
９
＞
″
凛
“
コ
掏
】
食
¨
７
９
■
「
，
＞
，
マ
い
，
ｎ
ｉ
継
「
■
■

ヽ̈
ツ
ｎ
誰
■
■
膨
０
甲
聖

・■
〓
１
９
，
７
マ
準
計
＞
ｆ
凛
）
苺
型
？
菫
卓
Ｐ
，
コ
一鳳
γ
菫
Ｏ
Ｍ
コ
「
「
型
場
マ
２
●
２

・γ
ｎ
〓
Ｇ
，
Ｐ
目
■
賀
コ
上

ユ
コ
■
」ｖ
・〓
撃
ユ
■
書
ａ
７
確

ユ
■
班
０
回
〓
ｔ
）
７
■
■
０
）
ψ
「
班
オ
Ｒ

『準
則

・
准
図
」

・Ｏ
Ｌ
け
０
日
―
力
“
”

別
「

『艦
⑫
聖
』
諄
国

。■
導
０
９
，
ツ
マ
リ
疑
Ｉ
Ｉ
〓〉
響
γ
“
苛
〓
笙

『マ
マ
０
１１１
準
』
，
日
，
■
９
筆
士

辮ヽ
ｔ
∝
●
ツ

・γ
つ
〓
ツ
マ
ーーー
γ
“

『
Ｐ
，
“
叩
準
」
聖
０
型
０
■
日
”
害
モ
⑫
〓〉
幸
り
一
日ヽ
９
七
“
呼
田

・γ
ｎ
ユ
●
）
聖
γ
０
７

「̈
■
ヨ
，
）
，
ｎ
愕
■
３
Ｒ
コ
■
筆
ユ
章
査
■
Ｗ
ソ〉
ヽ
図
０
い一

・半
害
９
膨
●
聖

・■
ｎ
Ж
ヨ
，
い
８
７
マ
■
「
ヽ
コ
⑫
γ
一■

ユヽ
▽
コ
■
）草
ε
立
一ヨ
¨
多
資

・７

０
９
“
●
●
０
明
０
）軍
■
７
γ
夕
，
１１
，
日

一
）
ヽ
コ
⑫
国
π
Ｏ
ツ

・皐
■
●
円
「
Ｗ
、
》
０
■
伽
■

，
●
９
“
罰
準
コ
興
■
凛
」

ユヽ

『笥
コ
】
９
マ
■
艦
０
準
』
し
コ
■
“
】
γ
マ
普
コ
γ
一４
割
日
軍

γ
■
マ
７
〓
「
自
ａ
■
∝
Ｖ
士

「ヽ
●
γ
ｎ
〓
０
王
「
＝
雛
“
着
）軍
左

『飾
０
聖
■
議
，
）阜
ち
』

絆
　
　
普
図
口
単
⊥

工
ｉ
ｎ
■
■
イ
■
イ
■
●
―ｌ
ｉ
ｌ
■

■
コ
■
「
中
■
ν
，
０
子
，
■
■
ゴ
図
γ
田

ｕ
■

瑠
７
「
手
暴
コ
７
ン
静
Ｆ

・■
■
早
渕
ｍ
●
鷺
￥
■
■
■
早
コ
，
“
＝
〓
，
“
々
押

・０
７
７
■
半
■
γ
●
■
■
４
卒

・■
〓
［
■
■
■
＋
■
■
，
コ
マ
■
●
晰

一
■
十
，
単
画
●
脈
●
■
“
・〓
０
，
創
■
“
章
●
五
０
一
一
・■
モ

・■
〓

ｎ
ｅ
■
●
“
，
７
７
■
９
，
■
単
γ
Ｔ
，
７
■

ヽ̈
刊
，
ヨ
”
●
冊
●
聖
ワ
■
■
■
糾
善
，
＝
■

・■
モ
■
，
マ
マ
け
普
ψ
ｉ
可

冊
７
７
評
■
用
コ
‘
ロ
イ
Ｖ
Ｉ
●
）
千
鳳

「ヽ
「
――――

■
０
■

・＞
，
０
，
″
■
，
■
当
●
８
，
惟
４
３
，
こ
）
″
―
糾
Ｐ
ヽ
「

・■
羊
０
７
，
０
７
こ
Ｉ
「
，
）

，
Ｖ
γ
一

１ヽ
７
７
兼
オ
■
印
鮨
口
■
ヽ
「
響
単
■
ｈ
■
４
０
艦
●
型
，
■
■
斎
●
■

・「
Ｔ
Ｐ
，
ツ
Ｖ
軍
■
Ｈ
！
■
●
９
↓
４
月

ヽ
●

Ｊ
〓
“
り
Ｆ
コ
４
暑
ω
ｔ
殖
聟
童
Ｌ

，
〉
彰
＝
星
単
早

，
〉
響
■

コヽ
■
“
■
彗
Ｗ
■
用
卑
「
”
Ｎ
Ｖ
■
米
†
●
コ

・■
■
０
７
＞
是
γ
Ｐ
Ｙ
真
，
■
，
鼎
「
―――
リ
ユ
■
マ
］Ｖ
マ
“
「

質
■
０
ヽ
市
■
■
■
●
，

ゝ

ユ

一
ラ
■
嚇
■
■
夕
飽
■
ｎ
■
●
Ｙ
７
７
£
ユ
γ
）
鼎
“
■
７
Ｗ
ヨ

ヽ
咄
，
■
事
０
「
■

・■

ｉ
１
９
，
Ｈ
「洵
＞
―ヽ
，
●
Ｉ

・“
■
■
肝
ン
０
黎
■

・■
Ｒ
■
■
蹴
「
■
４
つ
り
潟
，
ツ
コ

・Ｇ
ャ
■
ン
享
¨
互
■
■
，
”
７
）

●
■
，
，ヽ
■
●
γ
■
ＦＩ
↑
Ｐ
Ｏ
こ
一
０
′ヽ

・＞
多
“
凛
０
，
コ
■
■
■
と
Ｗ
■
，
■
■
享
「
冊
⑫
聖

・■
〓
０
９
，
些
凛

Ｃ
■
＞
「
当
Ｐ
Ｐ
，
ワ
ヤ
Ｙ
，
ユ
「
シ
■
型
剌Ｅ
量
，
慟
肝

●
Ｈ
Ｐ
■
■
〓
■
，
＝
γ
“
ヽ
）阜
，

『肝

●
■
■
筆
ユ
単
■
一

●
〓

・早
マ
ツ
■

り̈
■
●
〓
り
一●
訂
γ
一ウ
■
マ
Ｃ
■
「
■
ｍ
Ｙ
，
吟
ヨ

・半

Ｗ

・凱
星
■
Ｗ
刺
叫
７
■
ソ
軍
７
７
●
と
靭
＝

・ＦＩ
ユ
７
■
，
ｎ
，

レ
〉
・サーー
０
縫
勁
ヤ
■
ｌヽ
ｎ
Ｈ

・７
ｎ
ｉ
い
，
７
，
コ
●
――
‐
ｌ
γ
“
音
●
五

「艦
●
■
一■
筆
，
章
，
」
「
●
〓

彎

憲
９
・

一
一　
翻勲
　
回
　
秋
．
普
琴
単
日
単
⊥
闘
曽
》

ヨ

イヽ
「
く
⑫
Ｌ
影

コ
Ｒ
「
く
⑦
餞
釜



発
刊
に
よ
せ
て

渭
来
に
向
け
て
画
期
的
な
事
業
．
『
写
真
で
残
す
漱
の
郷
」
写
真
集
が
．
Ｔ
市
日
区
な
ら
び
に
公

民
館
下
市
日
支
館
に
よ
っ
て
編
集
．
発
刊
の
運
び
と
な
っ
た
事
に
．
先
ず
は
故
意
と
感
謝
を
申
し
Ｌ
げ

ま
す
。
史
談
会
と
し
て
は
区
．
支
館
か
ら
の
要
請
に
よ
り
及
ば
ず
な
が
ら
の
ご
支
援
を
申
し
上
げ
．
そ
の
責

任
を
果
た
し
た
わ
け
で
す
が
．
そ
の
方
面
に
深
い
知
識
を
お
持
ち
の
方
々
に
と
っ
て
は
．
ご
不
満
の
点

が
多
い
か
と
思
い
ま
す
．
読
後
の
感
想
ご
批
判
を
、
是
非
と
も
お
寄
せ
頂
き
た
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
．さ
て
私
共
は
、
地
域
を
知
り
尽
く
し
て
い
る
よ
う
で
．
深
い
と
こ
ろ
ま
で
の
理
解
を
し
て
い
な
い
の
が
普
通
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？
殊
に
足
下
に
転
が
っ
て
い
た
り
．
日
の
前
に
建
立
さ
れ
て
い
た
り
す
る
石
神
石
仏

（石
造
仏
Ｘ

更
に
視
野
を
広
げ
地
域
の
成

り
立
ち

（歴
史
的
事
実
）
に
つ
い
て
考
え
た
と
き
．
言
い
過
ぎ
か
と
は
思
い
ま
す
が
、
無
知
と
言
っ
て
も
よ
い
程
の
実
情
の
中
で
．

今
回
の
よ
う
な
記
念
誌
が
発
刊
さ
れ
た
事
の
意
義
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

今
に
生
き
る
私
達
の
責
任
は
、
現
在
の
地
域
の
実
情
と
、
地
域
の
歴
史
的
推
移
を
後
世
に
如
何
に
し
て
残
す
か
が
大
切
か
と
思

い
ま
す
。
そ
の
中
の
一部
だ
け
で
も
、
こ
う
し
た
立
派
な
写
真
集
と
な
っ
て
今
回
残
さ
れ
る
事
は
、
区
民
に
と
っ
て
は
有
難
い
事
業
だ

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
，

こ
の
写
真
集
が
区
民
各
戸
の
座
右
の
書
物
と
し
て
大
切
に
扱
わ
れ
．
写
真
集
を
携
え
、　
一
家
で
地
域
巡
り
に
発
展
す
る
事
に
寄

与
で
き
た
と
す
れ
ば
、
発
刊
の
趣
旨
に
添
う
も
の
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
是
非
と
も
活
用
し
て
頂
く
こ
と
を
願
う

と
同
時
に
．
発
刊
に
思
い
た
っ
た
故
人
及
び
そ
れ
を
実
行
さ
れ
た
区
、
な
ら
び
に
支
館
に
対
し
て
改
め
て
感
謝
中
し
上
げ
ま
す
。

前
述
致
し
ま
し
た
通
り
、
下
市
田
を
知
る
ほ
ん
の

．
部
だ
と
思
い
ま
す
の
で
．
何
ら
か
の
形
で
続
編
が
出
版
さ
れ
る
事
を
期
待

し
．
発
刊
の
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
．

ん
に
こ
れ
ら
の
史
跡
や
文
化
財
等
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
平
成
Ｈ
年
か
ら
文
化
祭
り
に
併
せ
て
地
域
巡
り
を
し
．
見
識

を
深
め
て
き
て
お
り
ま
す
。

提
言
を
い
た
だ
き
支
館
で
は
準
備
期
間
を
経
て
区
三
役
、
■
談
会
の
皆
様
．
地
域
の
先
輩
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
事
前
脇

議
を
重
ね
．
夏
の
署
い
時
期
か
ら
の
写
真
撮
影
と
同
時
に
解
説
文
の
作
成
を
お
願
い
し
．
２０
年
度
の
文
化
祭
り
時
に
区
民
会
館
内

へ
の
写
真
展
示
を
終
了
、
披
露
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
見
事
な
写
真
を
日
の
当
た
り
に
し
た
時
．
是
非
こ
れ
ら
を
写
真
集
に
し
て
区
民
の
皆
さ
ん
に
配
布
し
た
い
と
の
意
見
が
出

て
、
史
談
会
の
皆
様
が
数
多
く
の
写
真
を
各
区
毎
に
整
理
さ
れ
、
さ
ら
に
地
域
の
変
遷
記
録
や
位
置
図
面
を
加
え
．
立
派
な
写

真
集
に
仕
Ｌ
げ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ご
尽
力
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
．
縁
あ
っ
て
こ
の
節
日
に
発
行
さ
れ
た
本
誌
も
他
誌

同
様
お
手
元
に
木
永
く
保
存
願
い
、
ご
家
族
皆
様
で
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
．
経
過
の
報
告
を
述
べ
発
刊
の
こ
と
ば
に

替
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

下
市
田
史
談
会
会
長
　
蜂
　
谷
　
謄
　
雄

圏璽資

|. ■■ |
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ｏ
市
口
の
官

文
　
字

施
工
者

施
　
主

昭
和
”
年
（１
９
５
７
）創
建

（所
在
地
】
大
九
山
の
南
斜
面

昭
和
Ｉ
年

（１
９
３
７
）
に
始
ま

っ
た
日
中
戦
争
第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
の
犠
牲
者
２
７
６

名
を
祀
る
．
春
秋
の
年
２
回
の
祭
り
を
し
て
き
た
が
、
４５
年
後
木
段
が
傷
ん
だ
た
め
平
成
１４
年

（２
０
０
２
）
４
月
２７
日

『戦
没
者
慰
霊
之
碑
」
と
刻
ん
だ
石
碑
に
祀
り
替
え
た
。

名

　
清

ら

　

　

だ

み
・や

よ

イ

寸

■

，

ヽ

＾

長
野
県
氏
族
会
長
　
西
村
　
止
　
氏

駒
ヶ
根
市
　
矢
野
工
業
産

山
本
脩
平

（高
森
町
市
口
地
区
遺
族
会
長
ヽ

遺
族

一
同

委
員
８
名
．
監
事
２
名
、
道
族
会
理
事
会

地
区
毎
に
あ
る

［
一
区
］

戦波者慰霊碑

市日の官

４

ん
　
も
う

　
か
ん
　
け

い
　
じ
●
ん

な
ん

　

し

ゃ

　

い
　
　
れ

い
　

ひ

②
高
森
町
満
蒙
関
係
殉
難
者
慰
霊
婢

昭
和
“
年

（１
９
８
１
）
４
月

　

一高
森
町
満
蒙
関
係
殉
難
者
慰
霊
碑
建
設
委
員
長
　
林
　
小

遺
族
及
生
還
者

一
同

長
野
県
知
事
　
吉
村
午
良
　
書

石
工
　
　
山
岸
真
夫
　
上
原
大
次
　
松
尾
勝
司

慰霊碑

昭
和
“
年
（１
９
８
１
）
４
月
建
立

【所
在
地
】
大
丸
山
南
斜
面
市
日
の
宮
の
西

満
蒙
の
大
地
に
民
族
協
和
に
よ
る
楽
十
建
設
と
い
う
日
本
民
族
の
理
想
と
．
同
上
防
衛
と
い

う
使
命
達
成
の
た
め
に
社
し
進
め
ら
れ
た
重
大
国
策
に
よ
り
、
６
０
０
余
名
が
満
蒙
に
渡
り
、

昭
和
２０
年

（１
９
４
５
）
の
敗
戦
に
よ
り
血
と
汗
の
結
品
は

一
時
に
し
て
つ
い
え
去
っ
た
。

町
中
で
実
に
２
７
０
余
名
の
未
だ
還
ら
ぎ
る
遺
骨
の
あ
る
中
で
３５
年
が
過
ぎ
た
．
町
内
全
戸

及
町
外
関
係
者
か
ら
の
浄
財
に
よ
り
、
慰
霊
碑
を
建
て
殉
難
者
の
御
霊
を
合
祀
し
、
安
ら
か
に

眠
ら
れ
ん
こ
と
と
、
再
び
繰
り
返
さ
な
い
こ
と
を
誓
っ
て
こ
の
碑
を
建
立
す
る
。
と
碑
陰
に
あ

る
。

漱
た
オ
摯́，
三
え
羞
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ス
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晰
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争
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業
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堕
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酪
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畷
●
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７
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餞
ι
ｎ^
７
＝
粕
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●

γ

●

ｏ
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７
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こ
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〓
，
こ
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血
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７
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コ
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イ
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０
“
晰

・，
‘
？
「
園
■
●
マ

（日
早
）
町
羊
７
聯
Ｖ
⑫
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Ｗ
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+王堂の遠景

_4-、 じ

,  ′
ザ

^

」L.う

音 .ど

==_ワ

区

井

0―
ェ
と
は
、
亡
く
な

っ
た
人
が
生
前
に
ど
ん
な
罪
を
犯
し
た
か

を
冥
土
で
裁
く
ｆ
次
の
十
人
の
工
で
あ
る
。

秦
広
Ｉ

（７
日
目
γ

初
江
王

（２７
日
日
γ

宗
帝
王

（３７
日
日
）
・

´ヽ　
●●　
　
　
　
　
　
こ
が
　ヽ
　
　
　
え
た
一〓　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ
せ^
い

■
官
■

（４７
日
目
Ｔ

間
魔
王

（
５７
日
目
）
■
変
成
王

（６７
日
日
Ｔ

大
山
工

（７７
日
目
Ｔ

平
等
王

（百
日
日
Ｔ

都
市
王

■

年
日
Ｔ

五
道
輪
廻
土

（三
年
目
）
と
、
阿
弥
陀
様

（情
け
を
か
け
る
）
ゴ

一

途
の
川
を
渡

っ
て
き
た
亡
者
の
着
物
を
脱
が
す
脱
衣
婆
、
そ
の
衣

類
を
天
秤
に
掛
け
て
調
べ
る
懸
衣
翁
．
人
頭
杖

（男
女
の
頭
の
つ

い
て
い
る
杖
．
男
は
見
る
、
女
は
嗅
ぐ
）
、
鏡
に
写
し
て
観
る
浄
破
璃

の
鏡
が
あ
る
。

そ
の
南
に
宝
永
４
年

（１
７
０
７
）
９
月

・
天
保
Ｂ
年

（１
８

４
２
）
６
月

・
天
明
３
年

（１
７
８
３
）
２
月
．
他
５
基
の
石
仏

が
あ
る
。　
　
　
　
　
　
※
二
区
の
安
養
寺
の
十
王
様
を
参
照
す
る
．

ヽ

　

ヽ
　
‐

０

馨
否

■
名
付
け
の
出
来

昭
和
３
年

（１
９
２
８
）
頃
、
本
の
橋
か
ら
今
の
コ
ン
ク
リ
ー
ー
の
橋
に
な

っ
た
。

明
治
４
年

（１
８
７
１
）
に
本
橋
を
広
げ
て
架
け
祥
え
た
と
き
．
清
「馬
の
吉
川
権
九
朗
氏
が
多

大
な
木
材
を
出
し
て
く
れ
た
。

粋
な
人
で
、
飯
田
の
■
本
松
に
通

い

「雲
井
」
と
言
う
馴
染
み
の
女
が
い
て
、
橋
代
の
お
礼

に
こ
の
女
の
名
前
を
つ
け
て
く
れ
．
と
言
う
こ
と
で
こ
の
橋
の
名
が
付
い
た
と
い
う
。

+王堂の十二様

堂の脇の石仏人体
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ま
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ｏ
ム
の
沖
・蚕
工
紳
（耕
地
の祭
り
）

⑩
塚

越

の

塚

（北
昼

号
古
墳
）

【所
在
地
】
唐
沢
洞

北
澤
理
勝
氏
宅
西

る
。
現
在
は
２７
軒
で
あ
る
。

石
段
左
側
に

『明
和
元
年
１２
月

（１
７
５
４
）
の
刻
み
が
あ
る
．

山
の
釉
∵
蚕
玉
神
の
石
段

北
澤
理
勝
氏
宅
上
の
唐
沢
洞
の
石
段
の
上
に
祠
が
あ
る
。

日
露
戦
争
以
来
休
ん
で
い
た
が
、
昭
和
７
年

（１
９
３
２
）
膚
沢
の
災
害
復
旧
工
事
完
成
祝
い

を
機
に
昭
和
８
年

（１
９
３
３
）
５２
軒
の
北
村
耕
地
全
家
庭
が
参
加
し
て
祭
り
を
再
会
し
て
い

一
　

だ

〓
＾
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ヽ
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つ

か

南
側
に
石
室
の
人
口
と
思
わ
れ
る
２
本
の
石
が
ｌ

ｍ
ほ
ど
の
間
隔
で
斜
め
に
立

っ
て
い
る
。

中
塚
市
郎
氏
は
子
ど
も
の
頃
石
室
の
中

へ
入

っ
て
遊
ん
だ
と
言
う
。
故
北
澤
金
人
氏
も
生
前
に

同
じ
話
を
さ
れ
て
い
た
。
桧
の
大
木
が
３
本
と
柊
山
桜
等
が
鬱
蒼
と
し
て
い
て
道
を
通
る
人
は

恐
れ
て
い
た
と
言
う
。

塚
上
に
は
北
澤
家
の
氏
神
と
天
満
宮
が
祀
ら
れ
て
い
る
．
町
史
に
埴
輪
と
直
刀
が
出
た
と
記

所
在
地
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い
（資
料
館
前
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（瀬
高
）
（塚
越
）

よ

ｔ

　

の

‘

ｏ
久
保
口
延
陣
還
暦
白
賛
歌
婢

【所
在
地
】
歴
史
民
俗
資
料
前
、
瀬
高
宅
裏
、
塚
越

資
料
館
前

歴
史
民
俗
資
料
館
人
口
、給
食
セ
ン
タ
ー
前

北
せ
ん
く
わ
う
し

（善
光
寺
）
道

東
ふ
な
と

（舟
渡
）
道

市
き
く
わ
う
し

（座
光
寺
）
道

塚
越
の
塚
北
　
木
下
正
夫
氏
宅
北

右
さ
か
う
し
道

（座
光
寺
）

左
あ
き
は
道

（秋
業
）

し

る
´ヾ

瀬
高
氏
宅
裏

北
善
光
寺
道

東
舟
渡
道

市
座
光
寺
道

１
１
〓
ι

′
′

［
一
区
］

『
や
ネ
そ
ネ
と
足
ふ
間
も
な
く
■
十

ｔ
え

体
下
よ
と
そ
ろ
に
今
み
そ
じ
ほ
ど
』

当
主
昌
幸
氏
よ
り
四
代
前
の
お
爺
さ
ん
で
飯
日
の

歌
詠
み
の
人
に
教
わ
っ
て
い
た
ら
し
い
。　
一
区
唯
二

の
歌
碑
で
あ
る
。

歌碑のある遠景
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久保田氏還暦自責歌碑

文
政
１０
年
（１
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）建
立
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在
地
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久
保
日
昌
幸
氏
宅
裏
氏
神
の
若

コ

瀞
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ｏ
古

御

屋

七
向
い

城
趾
碑
建
立

（昭
和
５２
年

（１
，
７
７
）
陽
寿
好
日

光
澤
北
澤
両
家
建
立
）

現
、
光
澤

・
北
澤
家
の
所
有
に
よ
る
３０
坪
前
後
の
氏
神
社
用
地
は
、
も
と
も
と
光
澤
金
治
氏
の
所

有
で
あ
っ
た
．
以
前
は
社
背
面
西
側
の
谷
川
ま
で
と
、
前
面
中
間
段
境
ま
で
の
相
当
地
籍
を
所
有
し
、

今
川
家
、
北
澤
家
．
峰
谷
家
の
地
所
に
隣
接
し
て
い
た
。

光
澤
金
治
氏
の
長
男
が
東
京
に
お
い
て
大
学
卒
業
直
前
の
不
慮
の
事
故
で
急
逝
後
．
時
を
経
て
昭

和
３９
年

（１
９
６
４
）
に
氏
神
社
用
地
以
外
の
大
部
分
を
高
森
町
他
に
譲
渡
し
．
同
時
に
当
用
地
を

当
家
か
ら
光
澤

一
統
に
譲
り
受
け
た
。　
一
統
の
氏
神
が
い
つ
の
時
点
か
ら
祀
ら
れ
た
か
は
定
か
で
な

い
が
そ
れ
よ
り
相
当
前
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

ふ

る

〓

区
］
　

一所
在
地
】
高
森
南
小
学
校
南
側
、山
林
の
中

松
岡
城
支
城
の

一
つ

段
下
に
お
姫
様
の
化
社
水
Ｌ
言
わ
れ
る
■
戸
が
あ
る
．
（蜂
谷
家
の
氏
神
境
内
内
）

社
の
防
の

一史
臓
古
御
屋
城
趾
」
な
る
石
碑
建
立
は
、
当
時
の
一
統
代
表
が
話
し
合
っ

て
．
そ
う
い
う
も
の
を
建
て
よ
う
か
と
ま
と
ま
り
、
特
に
町
へ
の
依
存
も
無
く
．
自
■
的

自
費
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
羽
料
の
石
柱
は
．
北
澤
理
勝
氏
が
以
前
か
ら
そ
の
つ
も
り
で

準
備
し
た
も
の
が
氏
宅
に
あ
り
、
飯
田
市
砂
払
の
馬
場
円
石
材
店
に
光
澤
正
晴
氏
が
手
配

し
て
製
作
し
た
。
碑
文
の
拝
４
は
光
澤
勝
男
氏
が
瑠
璃
寺
の
僧
正
と
親
交
が
あ
っ
て
依
頼

し
た
。
建
立
作
業
は

．
続
の
老
若
出
合
っ
て
行
わ
れ
た
。

も
う

．
方
の
東
側
に
あ
る

「古
御
屋
之
霊
」
な
る
石
碑
建
立
の
経
緯
は
定
か
で
な
い

が
．
そ
の
■
置
が
従
前
光
澤
金
治
氏
所
有
で
あ
っ
た
こ
と
と
．
建
立
が
高
森
町
他
へ
譲
渡

の
時
よ
り
相
当
に
前
で
あ
る
こ
と
か
ら
．
氏
を
中
心
に
同
様
の
経
世
が
あ
っ
て
の
こ
と
と

思
わ
れ
る
．
以
後
現
在
ま
で
、
氏
神
祭
の
折
り
に
は
欠
か
さ
ず
慰
霊
じ
祀
っ
て
い
る
．

（光
澤
金
良
氏
調
査
）

一
一

見
張
り
所
で
あ
る

.抒

山
輪
に
は
監
視
丘:

,い

tヽ

た

と

思
わ
れ
る

上
塁
力i

や

J・,'I
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こ
う

　

し

ん

　

く

　

　

よ

う

　

　

な

ｏ
庚
申
供
養
婢

元
禄
９
年
（１
６
９
６
）９
月
７
日
建
立

【所
在
地
】
大
沢
操
氏
宅
裏

爺
工
様

浮
き
彫
り
像
婢

庚
申
供
養
碑
の
遠
景

.…Ⅲ″
●■ _メ

庚申供贅碑

●

，

ぞ
う

　

な

Ｅ
一区
］

蚕玉様碑の違景

蚕王様碑

1

［二
区
］

庚
中
と

い
う
の
は
．
干
支
の
庚
と
中

の
重
な
る
日

の
こ
と
で
．
ｍ
日
に
―
回
ま
わ

っ
て
来
る
．
中
国
か

ら
来
た
信
仰

一、

こ
の
夜
眠

っ
て
い
る
間
に
．
そ
の

人
の
体
内
に
居
る
と

い
う
．

．
口
と
言
う
虫
が
―
て
．

こ
の
虫
が
飛
び
―――
―
、

そ
の
人
の
悪
■
を
入
帝

に
告

け
る
と
い
う
．

そ
の
た
め
に
信
者
が
集
ま

っ
て
　
工Ｈ
面
令
剛

・
を

祭

っ
て
寝
ず
に
日
の
出
を
待

つ
．
こ
れ
を

．お
日
待

ち
」
●
ョ
＝
ヽ

こ
の
よ
う
な
ｉ
中
信
仰
か
喘
ん
に
な

る
と
、
お
日
待
ち
だ
け
で
な
く

一ｉ
中
供
責
塔
」

の

建
立
に
ま
で
発
展
し
．
各
所
に
塔
が
す
ち
．
町
山
に

は
こ
の
信
”

に
円
係
あ
る
石
造
物
は
実
に
１
３
０
為

余
存
在
す
る
よ
う
で
あ
る
．
そ
の
中
で
も

こ
の
塔
は

ド
部
に
猿
が
三
匹
刻
ま
れ
、
元
禄
，
年

（１
１
１
１
）

の
建
上
で
町
の
中
で
は
古

い
と
い
わ
れ
て
い
る
．

文
化
４
年
（１
８
０
７
）
６
月
建
立

【所
在
地
】
上
原
修
氏
宅
前

蚕
■
様
碑
に
は
．
文
字
碑
と
浮
き
彫
り
像
碑
の
■
種

類
あ
る
が
．
此
処
の
碑
は
郡
下
最
大
と
言
わ
れ
．
浮
き

彫
り
像
碑
で
あ
る
．
右
手
に
桑
の
技
を
持
ち
．
左
手
に

宝
珠
を
持

つ
機
織
り
の
守
護
神
で
あ
る
．
同
時
に
蚕
の

供
養
塔
と
し
て
養
蚕
に
携
わ
る
農
家
に
よ

っ
て
建
立
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
．
神
様
の
名
前
は
．
蚕
土
様

・
蚕
霊

塔

・
絹
笠
大
明
神
等
ニ
ー
ニ
種
類
以
上
が
あ
る
。
ま
た

祀
り
人
に
よ
り
異
な
り
、
神
像
系
と
仏
像
系
の
二
種
類

が
あ
る
．
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て

ん

水
天
宮

（給
本
営
、
福
岡
県
久
留
米
市
瀬
下
町
鎮
座
）

御
祭
神
は
．

天
仰
中
――
人
神
．
安
徳
人
白
Ｉ

高
倉
平
中
一
ヽ

建
礼
門
院

（１

位
の
尼
）
の
四
神

出
来
は
、

キ
水
４
年

（１
１
８
・ｉ
）
源
平
の
壇
ノ
満
の
戦
い
で
平
家
．

利
あ
ら
ず
と
見
る
や
．
建
礼
門
院

（二
位
の
尼
）
は
人
■
の
安

徳
天
皇
を
抱
か
れ
て
入
水
じ
共
に
命
を
落
と
さ
れ
た
。
こ
の
ご

両
人
を
，
品
倉
平
中
宮
に
仕
え
て
い
た
女
官
が
伊
勢
の
ヵ
ま
で

逃
れ
．
水
大
官
と
し
て
祀

っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
．

こ
の
水
天
宮
砕
は
惣
兵
衛
堤
防
が
完
成
し
‘
百
年
後
の
嘉
永

―
年

１^
８
３
１
）
に
建
立
さ
れ
た
が
．
昭
和
３
６
年
あ
夫
水

害
で
堤
防
か
決
壊
し
た
時
ド
ヽ

本
流
に
流
さ
れ
兄
失

っ
て
●
た

か
．
Ｔ
戊
３
年
に
　
・
１１
■
中
水
中
よ
り
発
見
さ
れ
、
平
成
８
年
に

現
在
地
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
．

（五
区
に
し
水
天
官
が
あ
る
）

滞 '
て,
ぐ

つ

宝
暦
”
年
（１
７
６
３
）建
立

【所
在
地
】
北
原
洲
平
氏

墓
地
内
（自
宅
裏
）

水
天
宮
０
遠
景

水
天
宮
は
京
都
の
仁

和
寺
と
深
い
関
係
が
あ

り
、
「
宮
」
は
皇
字
と

も
関
係
し
貴
重
な
碑
で

あ
る
が
．
由
緒
に
つ
い

て
は
省
略
す
る
。

ｏ
橋

よ

う

　
　
な

供
養
碑

［二区］

橋
供
養
碑
の
あ
る
遠
景

二区
一灯

一袖肇
等

水天官

舅

橋
供
養
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
下
あ
た
り
ま
で
天
の
中

川

（天
竜
川
）
が
流
れ
て
い
た
り
、
時
に
は
淵
を
造

っ
て

い
た
り
し
て
い
た
。
こ
の
辺
り
に
渡
船
場
が
設
け
ら
れ
て

い
て
．
対
岸
の
伴
野
と
を
舟
又
は
水
量
の
少
な
い
季
節
に

は
土
橋

・
木
橋
が
設
け
ら
れ
、
双
方
の
村
人
や
旅
人
の
往

来
に
供
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
橋
は
人
馬
の
往
来
や
荷
物
の
運
搬
に
は
欠

か
せ
な
い
の
で
、
安
全
に
往
来
が
で
き
る
よ
う
橋
の
霊
に

祈
願
し
た
り
．
ま
た
不
幸
に
し
て
流
失
し
た
橋
の
供
■
を

も
兼
ね
た
り
し
て
い
た
。

橋供養碑

′,

ヽ
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ほ
ん
　
む
ね
　
づ
く

ｏ
本
棟
造

安
政
２
年
（１
８
５
５
）卯
９
月
吉
日
建
築

【所
在
地
】
松
島
美
智
子
氏
宅

⑩
稲
荷
大
明
紳

|

、
１
１
′

［二
区
］

潜
り
戸
が
残
り
勾
配
も
緩
や
か
で
、

平
面
は
上
方
形
に
近
く
．
本
棟
切
妻

（妻

入
）
造
り
で
、
大
屋
根
が
典
型
的
な

も
の
で
あ
る
。

問
口
７
間
、
奥
行
き
ヽ
間
、
建
ち

１８
尺
．
勾
配
３
寸
２
分
．
流
れ
寸
法

２５
尺
で
あ
る
。
鬼
工
は
手
造
り
で
、

横
６
尺
．
高
さ
約
３
尺
の
大
き
な
物

が
残

っ
て
い
る
。
こ
の
鬼
瓦
に
築
造

年
が
刻
印
さ
れ
て
い
る
。

下
市
田
に
も
本
棟
造
り
の
民
家
が

各
所
に
見
ら
れ
る
が
．
改
造
な
ど
に

よ
り
潜
り
戸
が
残

っ
て
い
る
民
家
は

少
な
い
と
思
わ
れ
る
。

〔参
考
〕

本
棟
造
り
の
民
家
は
．
松
本
を
中

心
と
し
て
北
は
大
町
辺
り
、
南
は
飯

田
付
近
ま
で
広
が

っ
て
お
り
、
他
の

地
方
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
独
特
の

二
人
に
よ

っ
て
建
立
さ
れ

た
と
記
さ
れ
て
い
る
．

（追
記
）

稲
荷
は
稲
生
の
意
で
Ш

の
神
で
穀
物
を
主
宰
す
る

神
と
さ
れ
．
寺
や
家
庭
の

守
護
神
と
し
て
も
ま
つ
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

姿
で
あ
る
．

吉
田
に
国
の

重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い

る
竹
ノ
内
家
の

本
棟
造
り
が
あ

る
。

●‐■●|′■|´  .

い
な

京
都
の
稲
荷
山
に
鎮
座
す
る
伏
見
稲
荷
大
明
神
の

「倉
稲
魂
神
」
を
祭

神
と
す
る
。

五
穀
を
司
る
神
で
中
世
以
降
は
．
農
耕
の
守
護
神
と
し
て
で
な
く
．
商

工
の
神
と
し
て
信
仰
が
拡
大
し
て
．
有
名
と
な

っ
た
豊
川
稲
荷
神
社
が
あ

る
。
江
戸
で
は
専
ら
町
内
安
全
と
さ
れ
、
各
地
に
分
社
を
持
ち
．
信
仰
を

拡
大
し
て
き
た
。
稲
荷
は
狐
の
異
名
で
稲
荷
の
神
の
使
い
と
さ
れ
、
狐
は

稲
荷
と
切
り
離
せ
な
い
関
係
に
あ
る
。
狐
を
神
と
す
る
思
想
は
中
国
か
ら

伝
え
ら
れ
．
日
本
で
は
奈
良
時
代

（７
１
０
，
７
１
４
）
か
ら
こ
の
思
想

が
あ

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
稲
荷
は
伏
見
稲
荷
で
、
松
鳥
家
四
代
前
の
伊
二
郎
氏
が
．
文
久
４
　
″

年

（１
８
６
４
）
に
、
戸
日
吉
左
衛
門
家
重
、
―
匠
荒
井
竹
四
郎
信
広
の

な
い
　

み
ょ
う

　
Ｌ
ん●

・
　

．．
［二
区
］

稲荷大明神

本棟造の全景

□
田
□
Ｄ

文
久
４
年
（１
８
６
４
）
甲
子
年
２
月
”
日

【所
在
地
】
松
島
美
智
子
氏
宅
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み
ち

〓

―

―
■

①
硝
一

斗iE
↑示
し
る
べ

〓

区
］

【所
在
地
】
松
島
修
二
氏
宅
前

神
稲
建
設
駐
車
場
の
石
●
に
東
に
向
い
て
建
て
ら
れ

て
い
る
。
向
か

っ
て
左
に

「左
あ
き
は
適
」
．
右
に
大

明
５

（１
７
８
５
）
、
更
に
右
側
面
に

「大
沢
」
と
刻

ま
れ
て
い
る
。

道
標
に
固
有
名
詞
が
あ
る
の
は
珍
し
い
。
下
に
四
軒

の
大
沢
姓
が
あ
る
の
で
．
そ
の
中
の
誰
か
が
秋
葉
参
り

の
人
た
ち
の
使
を
図

っ
て
建
て
た
も
の
と
思
わ
れ
る
．

こ
の
道
標
は
明
ら
か
に
向
き
が
逆
に
な

っ
て
い
る
。

出
原
方
面
か
ら
旅
人
の
た
め
の
案
内
で
あ
る
の
で
．
道

路
下
に
西
向
き
に
建
て
ら
れ
て
い
た
も
の
が
．
道
路
―

事
に
よ
っ
て
現
在
の
位
置
に
移
さ
れ
て
い
る
。

_ti=]1‐
‐

●__｀

西方に向いているべきものが工事によって東に向
けられてしまった。位置も西側へ移動している。

道
標
の
周
|,

み

ち

⑭
道

■i3
↑示
ｔ
る
大

［二
区
］
　

【所
在
地
】
大
澤
順
一氏
宅

前

秋
葉
参
詣
と
飯
田
へ
の
案
内
で
あ
る
。
古
く
か
ら
建

て
ら
れ
て
い
た
馬
頭
観
音
を
利
用
し
．
た
に

「左
あ
き

は
道
」
、
右
に
は

「右
い
ヽ
た
道
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
道
標
は

「回
村
線
」
沿
い
に
あ
り
、
出
原
方
面

か
ら
の
旅
人
に
対
す
る
道
案
内
で
あ
る
。
左
の
里
道

（秋

葉
道
）
を
下
る
と
渡
船
場

（北
原
州
平
氏
宅
北
）
に
着

く
。
ま
た
．
田
村
線
沿
い
に
西
南
に
行
け
ば
飯
回
へ
と

向
か
う
。
高
さ
約
７
８

ｍ
．
幅
約
６ｌ

ｃｍ
の
立
派
な
も
の

で
あ
る
．

2,

摯

′

/
1

ア メ

麟

道標の遠景
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t
よ

宝
永
８
年
（１
７
１
１
）
建
立

【所
在
地
】
大
沢
　
操
氏

宅
「お
庚
申
様
」
境
内
内

観
Ｌ
古
普
”
は
阿
弥
陀
如
来
の
■
に
立

つ
脇
侍
で
あ
る
．

地
蔵
菩
Ｌ
と
並
ん
で
庶
民
に
最
も
■
し
ま
れ
た
吉
両
で
あ
る
．

研
世
音
は
世
の
人
が
そ
の
名
を
唱
え
る
音
声
を
制
し
て
．

そ
の
人
の
持

っ
て
い
る
苦
し
み
や
悩
み
を
解
決
し
て
下
き
る

有
雌
い
仏
様
で
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
．

信
者
が
■
ま

っ
て
講
を
■
り
．
各
所
に
信
と
に
よ
る
堂
を

造
り
信
仰
を
深
め
る
が
．
各
所
に
造
ら
れ
る
観
音
堂
を
お
互

い
に
参
丼
し
よ
う
と
い
う
こ
と
か
ら
，
―
二
観
音
巡
拝
が
始

ま
る
こ
と
に
な
る
．
右
手
に
持

っ
て
い
る
の
は
筐
の
花
で
あ

る
．ド
市
田
間
ヶ
沢
の
清
水
庵

（観
占
十
）
は
．
伊
＝
西
日
の

二
十
二
番
所
の
う
ち
．
二
―
六
希
札
所
で
あ
る
．

で
あ
る
．

道
祖
神
に
は
．
文
字
を
刻
ん
だ
碑
と
、
男
女
双
体
の
道
祖
神

像
を
刻
ん
だ
も
の
が
あ
り
．
安
曇
地
方

に
は
多
く
見
ら
れ
る

が
、
高
森
に
は
大
島
山
に

一
基
あ
る
。

か

ん

　

　

ぜ

　

お

ん

　

　

ぼ

　

き

つ
　

ぞ

う

祝
せ
音
薔
薩
像
婢

ど

う

　

そ

　

　

し

た

①
道
粗
沖
［二
区
］
　

【所
在
地
】
福
島
家
氏
神
境
内
内

［〓
区
］

遠景

聖観世音苦薩像

一

道
祖
神
は
中
国
で
は

一道
路
神
」
と
言
い
．
中
国
か
ら
入

っ
た
信
仰
で
あ
る
。

日
本
で
は

「塞
の
神
」
と
し
て
、
悪
の
人

っ
て
来
る
の
を
防
ぐ
と
信
じ
ら
れ
．
道
端
に
建

っ

て
悪
霊
の
侵
人
を
防
い
だ
り
．
道
路
や
旅
人
の
安
全
を
守

っ
た
り
す
る
と
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
．

良
縁
．
子
係
繁
栄
の
神
と
も
さ
れ
て
き
た
。

な
お
、
日
本
で
は
古
く
か
ら
、
賽
の
河
原
の
神
と
し
て
幼
く
し
て
亡
く
な

っ
た
霊
の
守
護
神

と
し
て
．
亘
―^
で
妨
律
う
幼
子
の
霊
を
慰
め
救

っ
て
下
さ
る
と
し
て
．
信
仰
さ
れ
て
い
た
よ
う
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Ｏ
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９
７
ω
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ユ
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ワ
■
マ
型
〓
７
工
４
一，
■
一
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７
暑
冒
０
■
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，

（満
響
）
降

膨ヽ
，
７

（日
↓
い
２
，
■
準
鼎
）
口
当
，
ｎ
員

響
，
回
４
，
申
↓
コ
￥
マ
彙
引
叩
０
「
戯
姿
甲
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咸
準

９
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２
罰
薔
●
Ｌ
一り

ｎヽ
製
湿
７
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９
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Ｔ
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ｇ
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ｙ
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番号 対 象 物
0 萩山神社
0 旧下市田学校
0 旧下市田公民館
0 御射山社
0 宝医印塔 (安養寺)
0 上沼元仙筆塚
0 蚕玉大明神 (間が沢)
0 十三塚
0 安養寺の十三様
⑩ 梵網経 (安養寺)

0 忠魂碑
⑫ 小川正成先生頌徳碑

⑬ 法 塔 (小川家,
(D 大庭天白

(D 道 標 (間が沢)
(D 下の宮荒神社

(D 枝垂れ桜・槙の木 (橋都家)
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一イ
，
Ｊ
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４
■
イ
ロ
一イ
“
列
Ｙ
●
籠
り
Ｐ
■
普
●
ヤ
ロ
６

（８
０
０
２
）
↓

に
■
■
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マ
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■
叶
「
詢
ル
ヽ
″
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８
６
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ｔ
”
Ｗ
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Υ
■
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割
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Ｏ
Ｔ
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６
１
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ｔ
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囲
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７
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早
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Ｃ
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・γ
「
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■
７
■
ζ
Ｏ
■
回
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■
■
４
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・謝
十
十
日
一
・４
０
，
■
´

■
マ
Ｏ
Ｗ
↓
γ
ヽ
（■
Ｖ
）
ン
〓
―ヽ′
□
十
日
ι

（‥
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１
１
一
■
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呼
詢
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■
●
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田
不
γ

‐―‐
７
ｎ
躙
７

口
瓢
量
「
，́Ｗ
ギ
「
暑

・ワ
ク
■
理
肖
■
＞
，
イ
資
７
ユ
同
τ
■
山↓
■
０
旧
一イ

師
中
撃
師
・）
７
■
，
一
一
凛
■
●
，
・■
７
日
【４
（Ｂ
Ｒ
Ｂ
Ｉ
）
十
澪
り
ｍ
・“

■
「
“
摯
７
詈
一輩
●
コ
＝
ｈ

γ
れ
，
γ
Ｙ
日
ｔ
（９
８
８
１
）
■
６１
事
ｍ

悧
γ
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皇
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田
卑
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【町
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・９
¨
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マ
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■
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７
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・
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ｌ
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９
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６
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■
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２
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６
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０
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潤
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Ｖ
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・
　

ざ
ゅ
う
　
ｔ
ｔ

　

い
ら
　
　
だ

　

こ
う

　

み
ん

　

か
ん

０
旧
下
市
口
公
民
館
［三
区
］

【所
在
地
】
前
古
瀬

ｏ
御
射
出
社
［三
区
］

【所
在
地
】
角
田
原

■ .‐

_‐● ●‐

下
市
田
区
政
．
公
民
館
活
動
の

拠
点
と
し
て
、
昭
和
３０
年

（
１
９

５
５
）
初
め
か
ら
区
有
林
売
却
代

金
を
基
に
区
民
総
意
に
よ
り
着
工
、

３４
年

（１
９
５
９
）
１０
月

５
日
崚

工
し
た
。

体
育
館
兼
講
堂
．
会
議
室
兼
結

婚
式
場
．
集
会
室
．
研
修
室
．
図

当
時
近
隣
に
見
ら
れ
な
い
近
代
的

建
物
で
下
市
日
の
顔
だ

っ
た
。

工
事
責
は
５
０
０
万
円
余
．
工

事
請
負
は
三
六
組
．
写
真
前
面
の

田
回
は
現
在
、
駐
車
場
に
な

っ
て

い
る
。
平
成

９
年

（
１
９
９
７
）

区
民
会
館
と
し
て
全
面
改
築
し
た
．

れ
に
，
せ
て
御
劇
山
神
事
が
迎
え
ら
れ
た
。

当
時
御
射
山
社
は
、
松
岡
氏
第
四
代
領
主

帯
刀
が
．
寿
永
年
代
に
勧
請
し
角
田
原
に
祀

っ
た
の
が
始
ま
り
で
、
萱
の
穂
屋
を
作
り
永
々

旧
制
を
伝
え
、
神
事
を
守

っ
て
今
回
に
至

っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
町
の
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

〓

書
〓

．
調
理
室
な
ど
装
備

し
´
、

1日 下市田公民館

現在の区民会館

~4`
―
‐

角田原 御射山社の森

2,

‐■ |●

御射山社

み
　
　
　
ヽ
・　
　
や
ま

　

し
や

遠
く
吉
代
．
諏
訪
神
社
の
祭
神
．
建
御
名
方
命
が
入
ヶ
■
の
原
野

、́

青
萱
の
穂
で
仮
屋
を
首
き
．
宿
舎
と
し
て
狩
猟
を
し
た
こ
と
に
起
国
し
て

い
る
と
伝
え
ら
れ
て
き
て
い
る
．

時
代
は
降

っ
て
錬
倉
幕
府
は
全
国
の
武
将
を
こ
の
神
事
に
参
加
せ
し
め
．

故
事
に
仮

っ
て
硫
■
武
よ
を
競
わ
せ
た
．
参
向
し
た
武
将
逹
は
挙
げ
て
諏

訪
人
明
神
の
御
分
上
を
拝
載
し
て
．
自
領
地
内
に
分
社
を
本
斎
し
た
．
そ
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が

　

さ
わ

ヽ
　

　

　

＾
に

‘
よ
　

　

ヽ

ヽ
す
“

養
蚕
業
が
盛
ん
な
頃
は
、
毎
年
７
月
５
日
、
講
中

の
者
た
ち
が
集

い
無
病
豊
産
を
祈
願
し
．
碑
前
で
持

ち
寄
り
の
お
肴
重
を
拡
げ
て
講
員
仲
間
の
親
睦
を
図

っ
た
が
、
祭
り
も
養
蚕
業
の
衰
退
と
共
に
今
は
行
わ

れ
な
く
な

っ
た
。

十
二
塚
は
■
は
適
路
治
い
に
あ

っ
た
が
．
道
路
拡
幅
の
為
め
段
丘
の
、
中
段
に
移
動
し
た
。

事
の
起
こ
り
は
、
天
正
１０
年

（１
５
８
２
）
織
田
軍
勢
が
南
方
の
吉
岡
城

（下
条
）
を
攻
め

落
と
し
飯
田
城
に
せ
ま
り
つ
つ
あ

っ
た
。

飯
日
城
を
守
備
し
た
将
兵
は
．
勝
ち
日
な
し
と
城
を
脱
出
し
た

一
群
が
市
田
に
来
た
折
り
、

追
い
か
け
て
来
た
織
円
勢
と
戦
い
と
な
り
．
飯
田
＋
名
．
織
田
三
名
．
こ
の
戦
い
で
十
二
名
が

死
に
果
て
た
。
武
十
た
ち
の
妄
念
が
土
地
に
し
み
残

っ
て
お
り
永
年
の
間
に
は
住
む
人
々
に
な

に
か
と
災
厄
を
及
ぼ
し
た
ら
し
く
．
そ
の
魂
を
鎮
め
る
た
め
人
々
が
祠
を
建
て
て
祀

っ
て
い

る
．
近
く
に
は
占
墳
跡
が
散
在
し
て
お
り
．
斬
殺
さ
れ
た
十
三
名
の
慰
霊
の
た
め
に
占
墳
に
な

ぞ
ら
え
て
十
二
塚
と
呼
ぶ
習
わ
し
と
な

っ
た
。
毎
年
春
．
秋
と
二
回
祭
事
を
行

っ
て
い
る
。

［三
区
］

沢
の
蚕
工
様

［三
区
］

|ヽ,_ ■    ,

重玉様の遠景

十三塚

」′

十三塚の違景

嘉
永
５
年
（１
８
５
２
）
２
月
建
立

【所
在
地
】
間
ケ
沢
川
端
・間
ケ
沢
耕
地

講
中

（間
ケ
沢
と
四
区
北
部
）

‐じ

ゅ
う

　

　

さ

ん

　

　

づ
か

一二
塚

間ケ沢の言玉様 (豊玉大明神 )

【所
在
地
】
力
東
・上
沼
芳
子
氏
宅
裏
上

坂
牧
義
夫
氏
土
地
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つ

　
　
こ
ん

　
　
　
ひ

魂

婢
［一
二
一Ⅸ」］

ｂ
■
１

昭
和
３
年

（１
９
２
ヽ
）
ド
市
剛
の
在
郷
■
人
会
の
発
議
に
よ
り
．
各
方
面

か
ら
多
く
の
協
力
を
得
て
建
上
に
着
手
．
Ｔ
市
日
住
民
の
動
労
本
仕
に
よ

っ
て

建
設
さ
れ
．
昭
和
５
年

（ｌ
，
３
〇
一
４
月
３
日
除
専
式
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ

て
い
る
．

揮
宅
は
．
几
帥
伯
爵
　
束
郷
十
人
郎

一弘
化
１
年

（１
８
４
Ｆ
）
―
昭
和
，

Ｔ

（１
１
３
４
こ
．
碑
文
原
本
は
去
よ
し
て
あ
い
．
萩
山
神
社
所
蔵
ア
、

平
成

２０
年

（２
０
０
８
）
に
月
か
ら
町
の
歴
史
民
俗
資
料
館
に
寄
託
保
管
さ
れ
て
い

る
．毎
年
十
と
秋
に
萩
山
神
社

・
下
市
Ш
区

■
旭
族
会
に
よ
り
．
忠
■
碑
前
庭
に

お
い
て
祭
事
が
執
り
行
わ
れ
て
い
る
．

小
川
呂
咸
先
生

頌

穂

婢

忠魂碑

燿
徳
碑

jリ

 ヽ '

| !=

［一二
マい一］

し

ょ
う

　

と

′
、
　

　

ひ

昭
和
５
年
（１
９
３
０
）
４
月
建
立

【所
在
地
】
萩
山
神
社
境
内

昭
和
１７
年
（
１
９
４
２
）
”
月
建
立

【所
在
地
】
萩
山
神
社
忠
魂
碑
東
隣

先
生
の
門
人
有
志

一
同
が
建
て
た
。
題
字
の

（頌
徳
）
は
．
時
の
文
部
大
臣
従
一一
位
勲
二
等

橋
回
邦
彦
氏
の
書
で
あ
る
。

小
川
先
生
は
安
政
２
年

（１
８
５
５
）
松
本
に
生
ま
れ
長
じ
て
．
小
川
家
の
嗣
子
と
成

っ

た
。
県
内
各
地
で
教
鞭
を
執
ら
れ
て
、
明
治
２８
年

（１
８
９
５
）
６
月
か
ら
大
正
４
年

（１
９

１
５
）
３
月
迄
．
下
市
口
学
校
長
と
し
て
郷
党
の
指
導
に
尽
く
さ
れ
た
．

こ
の
碑
文
は
曽
て
の
問
人
代
表
ド
市
田
村
長
松
島
喜
代
太
郎
氏
の
撰
に
依
る
．
萩
山
神
社
宝

蔵
庫
の
裏
に
先
生
の
教
員
住
宅
が
あ

っ
て
．
早
春
に
親
し
ん
だ
で
あ
ろ
う
色
濃
く
美
し
い
八
重

組
梅
が
残
さ
れ
て
．
先
生
の
遺
徳
を
忍
ぶ
縁
と
な

っ
て
い
る
。

遠 景

一
・
・
一
一

・与
■
■
■
一↑
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［三
区
］

【所
在
地
】
大
庭

れ
桜
・槙
の
木

荒
神
社
の
祭
神
は
．
素
ミ
鳴
命
で
あ
る
が
、
も
と
は
延
元
３
年

（１
３
３
８
）
松
岡
城
主
．

道
山
心
公
居
士
が
．
安
■
寺
建
立
の
折
り
．
寺
の
守
護
神
と
し
て
ゴ

ニ
宝
荒
神
を
勧
請
し
た
堂

で
あ
る
。

降
っ
て
．
明
治
４０
年

（１
９
０
７
）
に
内
務
省
訓
令
に
依
り
、
大
正
２
年

（１
９
１
３
）
萩

山
神
社
へ
遷
宮
合
祀
さ
れ
た
が
、
疫
病
発
症
に
依
り
郷
民
の
協
議
の
結
果
．
大
正
１４
年

（１
９

２
５
）
新
殿
を
造
営
。
上
社
か
ら
分
霊
奉
祀
し
て
、
今
日
に
至
っ
て
居
る
．

荒神社違景

登
録
文
化
財
指
定
天
然
記
念
物

【所
在
地
】
萩
山
神
社
前

橋
都
家
の
墓
地
内

日
本
花
の
会
の
森
日
和

一
氏
の
要
望
に
よ
り
．
飯
田
市
北
方
の
文
吾
林
造
日
の
樹
木
医
原
孝

昭
氏
に
よ
り
診
断
を
受
け
る
．

そ
の
結
果
．
樹
齢
五
百
年
は
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
老
木
の
、
実
生
よ
り
発
オ
し
た
．
世
で
あ
る

が
．
二
百
年
以
上
で
あ
る
と
聞
か
さ
れ
て
お
り
．
古
木
の
多
い
那
下
の
中
で
も
優
れ
た
老
木
で

あ
り
、
適
切
な
保
護

・
保
存
を
行
う
よ
う
要
望
さ
れ
た
。　
・
・
・
と
す
る
診
断
結
果
が
報
告
き

れ
て
い
る
。

追
記同
じ
墓
地
内
に
あ
る
槙
の
木
は
桜
よ
り
更
に
樹
齢
を
重
ね
た
古
木
で
、
保
護

・
保
存
す
る
よ

う
要
望
さ
れ
て
い
る
．

［三
区
］

■

■
一

j∫

■ |、ヽ

枝垂れ桜と積の木

t
も下
の
言
荒
紳
社

だ

み
や

　

こ
う

　

じ
ん

　

し
ゃ

荒神社
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史
跡
松
岡
城
旺
と
し
て
、
昭
和
１７
年

（１
９
４
２
）
長
野
県
の

指
定
を
う
け
る
．

昭
和
２６
年

（１
９
５
１
）
、
現
行
の
文
化
財
保
護
法
が
施
行
さ
れ

た
時
点
で
中
請
が
な
さ
れ
ず
、
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。

昭
和
６２
年

（１
９
８
７
）
１０
月
１２
日
高
森
町
文
化
財
に
指
定
．

■
松
岡
氏
の
初
祖

前
九
年
の
役

（１
０
５
７
）
で
陸
奥

（青
森
県
）
の
豪

族
で
あ

っ
た
安
部
頼
時
は
源
頼
義
に
敗
れ
．
そ
の
子
貞
任

も
長
子
千
代
童
子
と
共
に
、
康
平
５
年

（１
０
６
２
）
捕

え
ら
れ
て
殺
さ
れ
、
阿
部
氏
の
乱
は
平
定
し
た
。

―
　
”
一

そ
の
時
．
貞
任
の
■
男
仙
千
代
は
乳
母
に
抱
か
れ
て
逃

れ
、
下
野
に
潜
教
信
濃
大
町
の
仁
科
氏
を
頼
る
な
ど
し
て
．

平
安
期
に
伊
那
都
市
田
郷
の
■
牧
に
漂
着
し
、
後
に
郷
民

に
押
さ
れ
て
地
頭
と
な
り
、
松
岡
氏
を
名
乗

っ
て
吉
野
朝

（１
３
３
３
～
１
３
９
２
）
の
頃
よ
り
勢
力
を
振
る
い
．

戦
国
時
代
に
は
武
田
８０
騎
の
将
と
し
て
．
竜
西
で
は
小
笠

原
氏
．
下
条
氏
に
次
ぐ
雄
と
な

っ
た
。

安
土
桃
山
期

（１
５
７
３
，
１
５
９
９
）
の
半
ば
松
本

城
卜
小
笠
原
貞
慶
の
誘
い
に
乗
り
三
高
速
に
出
兵
す
る
が

戦
わ
ず
帰
る
。
こ
の
こ
と
を
家
臣
の
密
告
に
よ

っ
て
徳
川

方
に
押
さ
え
ら
れ
、
対
決
の
結
果
中
し
開
き
が
で
き
ず
．

５
０
０
余
年
続
い
た
松
岡
氏
も
．
天
正
１６
年

（１
５
８
８
）

改
易
と
な
り
家
名
断
絶
し
減
亡
と
な

っ
た
。

‐
硼

"″

.

プ ヽ
　
　
¨

Ｃ

・
，

お
か
　
し
ょ
う城
趾
一四
区
」

・■
松
同
城
肛

■
松
岡
城
の
築
城

地
頭
と
な

っ
た
仙
千
代
は

松
岡
真
則
と
名
乗
り
、
平
安

木
頃
上
市
出
の

一
本
杉
近
く

の
．
現
在
の

「古
城
」
に
居

館
を
築
い
た
。

松
岡
城
の
築
城
は
概
ね
元

徳
元
年

（１
３
８
０
）
の
伊

予
守
貞
景
の
頃
と
推
定
さ
れ

る
。

■
，

ヽ

国

南

,

●|■●.

■
松
岡
城
趾
■

南
城
跡

【所
在
地
】
本
城
の
南
方

本
城

の
約
―
分

の

一
の
広

さ
で
ｔ
状
と
し
て
は
小
さ
い
が
．

本
．
　

の
九
‥

一お
丸
が
あ
る
．

松同南城跡

二の堀跡

松岡南城跡違景

工〓一一　　　　，
′‐　　、　　・　
．　　．

■
一

　
　
∴
一
¨
　
一
■
．
　
，
■
．
　
．
一

１

　

・　
　
　
・
¨
・
　
¨
●

昭
和
フ
年
（１
９
４
２
）
１
月
２２
日
石
碑
建
立

【所
在
地
】
松
岡
城
趾
本
丸
先
端

二の丸

■
二
の
丸

【所
在
地
】
松
岡
城
阻

木
丸
の
西
に
は
、
東
西
約
８６
～
１
０
４
メ
ー
ト
ル
南
北
約
２１
１

３０
メ
ー
ー
ル
．
約
る
ア
ー
ル
ほ
ぼ
長
方
形
の
広
場
が
二
の
丸
で
あ

る
。
■
の
丸
と
は
土
橋
を
挟
ん
で
二
の
堀
が
あ
る
．

堀
の
長
さ
は
北
部
約
“
メ
ー
ト
ル
、
南
部
約
１０
メ
ー
ー
ル
で
、　
ジ

最
も
深

い
所
で
約
４０
メ
ー
ー
ル
、
幅
は
約
２０
メ
ー
ー
ル
に
及
ぶ
と

こ
ろ
が
あ
る
．

・ ヽ
‐

.|'|●

ヽ
●

・ ヽ|

ヽ

・tヽ‐

ず 当‐

'0.‐
_

|・

.:● .

`．
ヽ

´
´
　
ハ“）
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⑫
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０
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γ
γ
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）
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・０
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ユヽ
●
＞
薫
０
■
２
駁
手
塁
■
場

。こ
・●
Ｒ
９
い
，
ｎ
節
７
０
ワ
■
割
■
，
コ
一一
⑫

“

一　

０ヽ
メ
■
鶏
■
“
同
■
‘
釧
「
讐
）
Ｉ
鰤
尋
０
１
く
′

「ヽ

０
＞
コ
「
ｍ
，
営

ユヽ
該
Ｏ
Ｇ
３
】
ｎ
ワ
翌
「
Ｈ
一
■
霞
奎
瞥

ｏ９
９
，
早
■
購
塑
留
）
０
い
″
■

一　
・ユ
）
，
ｏ
＝
ヨ
ヽ
当

（乙
８
８
１
）ｔ
ｅ
割
￥
　
軍
ヨ

（珈
士
皇
当
―ｌｒ
塁
）■
韓
響
雷
０
　
こ
辛

戯
０
覇
Ψ

蒻ヽ
黎

護
動
￥
聖
留
０
■

¨
ｔ

，

¨

.・
・_11'1.■.I llll

．

一
　

●

・
‐

´



―……4……

じ

ら

つヽ
　
■
わ
一つ

　

、

まヽ

）
と
十
二
様

こ
の
観
音
堂

（清
水
庵
）
は
、
千
手
観
音
を

安
置
し
て
庶
民
信
仰
の
霊
場
と
し
て
多
く
の
信

者
を
得
て
い
た
。

堂
の
創
立
の
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
．
伊
那

西
国
三
―
三
観
音
の
う
ち
ニ
ー
六
番
礼
所
と
し

て
、
多
く
の
参
拝
者
が
訪
れ
て
い
た
。

現
在
の
お
堂
は
松
源
寺
の
管
理
と
な

っ
て
お

り
大
変
老
朽
化
し
て
き
て
お
り
．
中
の
観
音
菩

薩
像
は
、
松
源
寺
に
移
さ
れ
安
置
さ
れ
て
い
る
。

―
三
と
は
冥
府

（冥
土
）
に
あ

っ
て
．
死
者
の
罪
を
裁

断
す
る
十
人
の
王
で
あ
る
。

人
が
死
ん
で
冥
府
に
行
く
と
初
七
日
に
は
秦
広
工
、
二

七
日
に
は
初
江
王
、
三
七
日
に
は
宗
帝
工
、
四
七
日
に
は

五
官
上
、
五
七
日
に
は
間
鹿
■
．
六
七
日
に
は
変
成
Ｉ
．

七
七
日
に
は
泰
山
王
．
百
ケ
ロ
に
は
平
等
王
．　
一
周
忌
に

は
都
市
上
、
三
回
忌
に
は
■
道
転
輪
王
の
裁
断
を
受
け
、

生
前
の
罪
業
の
軽
重
が
決
定
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
り
各
人
の

趣
く
べ
き
場
所
が
定
め
ら
れ
る
。

※
十
三
様
に
つ
い
て
は

一
区
の
十
工
堂
、
三
区
の
安
養
寺

の
十
工
様
を
参
照
す
る
。

清水庵

千
手
観
音

元
禄
１１
年
（１
６
９
８
）
２
月
‐６
日
建
立
　
【所
在
地
】
下
市
田
四
区

観
書
は
現
世
利
益
の
願
い
に
答
え
て
く
れ
る
と
広
く
信
仰
さ
れ

＋
工
様

あ
ん
　
　
か
い
　

こ
く

　
し
●
ん

　

●
い
　
　
と
う

廻
国
巡
札
碁
一四
区
］

間
ケ
沢

二
十
二
ケ
所
を
巡
拝
祈

・．
・・一́
´̈一，一
●

．

．
―

一

一

―

j,

廻□巡礼塔

［四
区
］

（建
立
時
期
　
不
明
）

【所
在
地
】
下
市
田
四
区
間
ケ
沢

順
し
て
そ
の
功
徳
を
得
る
こ
と

か
ら
．
西
国
．
坂
東
、
秩
父
の

霊
場
巡
拝
が
盛
ん
に
行
わ
れ
．

ま
た
足
を
近
い
伊
那
に
移
し
、

伊
那
西
回
、
坂
束
、
秩
父
巡
拝

が
行
わ
れ
．
そ
の
巡
拝
が
無
事

終
わ

っ
て
帰
る
と
記
念
に
廻
国

巡
礼
塔
を
建
て
た
。
但
し
秩
父

は
三
十
四
ヶ
所
．
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冒
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Ｒ
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３
ｙ
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=L越感修与四
区
牛
活
セ
ン
タ
ー
の
南
に

「左
ぜ
ん
か
う
じ
道
」
と
の
み
ち
じ
る
べ
が
あ
る
．
こ
れ
は
長

野
の
善
光
寺
に
対
す
る
み
ち
じ
る
べ
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
道
は
こ
の
地
点
か
ら
、
新
井
川
を

波
り

‐―‐
側
に
入
り
．
清
水
庵
の
下
を
通
り
間
ヶ
沢
川
を
越
え
て
、
萩
山
神
社
の
現
内
に
至
る
。

そ
れ
以
北
に
つ
い
て
は
唐
沢
原

へ
の
ぼ

っ
て
上
段
地
帯

へ
む
か
う
線
と
．
清
束
を
経
て
下
段
地

帯
を
通
る
線
が
考
え
ら
れ
る
が
．
今
で
は
定
か
で
な
い
．

県
直
営
お
よ
び
補
助
工
事
荒
廃
地
復
旧
工
事

着
工
昭
和
７
年

（１
９
３
２
ヽ

完
工
昭
和
１４
年

（１
９
３
９
）

巡
礼
沢
は
黒
沢
川
の
水
元
で
座
頭
な
ぎ
と
と
も
に
崩
落
な
ど

し
て
下
市
田
区
民
を
悩
ま
し
て
き
た
．

巡
礼
沢

（元
牛
牧
区
有
地
）
昭
和
１３
年

（１
９
３
８
）
下
市

田
区

へ
所
有
権
移
転
．
人
■
３
年

（１
９
１
４
）
頃
か
ら
管
理

つ̀

し

^
0′

′ヽ

四
区

建
立
時
期

不
明

【所
在
地
】
四
区
生
活
セ
ン
タ
ー
の
南

四区生活センタ~の南

ヽ
′  ヽ
■ ● ヽ

…

´ ず
ヽ

ri dヽ
′ .`、
""腱

●
■

・
―

みちじるべ

●
■
●
●
じ
ゅ
ん

れ
い
　

さ
わ

　

ヽ
・
　

嗜
う

こ
う

　

し
　
　
か
ん

　

■
一
　

―
・　
　
”
ん

　

０

●
巡
礼
沢
砂
防
工
事
完
成
記
金
碑

［四区］

の
た
め
に
青
年
団
に
委
嘱
し
て
草
刈
り
を
行
う
。

昭
和
３
年

（１
９
２
８
）
下
市
日
の
管
理
に
人

る
こ
と
に
な

っ
た
。

記念碑

記念ili三景

イ1

記念碑遠■
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０
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■ヽ
釜

７
耀
り
営
准
■
■
）
日
，
■
％
国

・業
立
製
£
］
一靭
■
ψ
田
単
■
Ｈ
撃
血

ｏ２
●
〓
Ｔ
「
田
卑

上
ｈ
Ｈ
ａ
ｇ
ＯＩ

（８
９
８
１
）
ｔ
ｔ
郵
コ

缶ヽ
普
⑫
州
■
駅
当
申

Ｗヽ
軍
ヵ
幸
「
割
諄

肖
中

ｉ
一
¨，

．
一
■
●
¨
●

超
勁
爵
徘
軍
当

０

　

＞
ス
　
ι
ｉ
ｎ
　
‘
Ｖ

　

沖
ｎ
　

，
■

冊
Ｏ
ｙ
姿
劇
平
事
　
争
単
【”
摯
堕
】
　
［図
団
］

星
Ｏ
γ
薫
当
曽
　
半
撃

【霊
摯
里
】

准
■
墜
（９
８
６
１
）ｔ
Ｌ
畦
闊

ユ争単

●´

・，
マ
γ
８
７
７
ｃ
）
，
９
一
首■
尊

・■
）
口
一

Ｐ
，
マ
ツ
「
聖
■
ｏ
ヨ
叩
γ
９
７
■
い

ｏ，
９

，
ヮ
「́
Ｒ
７
ｎ
冨
γ
一
，
０
二
９
計
，
晴
コ
０
“

■
宗

・コ
■
γ
爾
０
蜘
宗
「
争
単
０
９
ツ
「́

，７
ｏ
９
“
争
単
「
場
刊
箭

単
，
コ
田
単
上

―ヽ
？
）
静
軍
早
コ
＋
■
コ

メ
　
じ
で
　

，
―

１

，

●

ヽ
|

n口/ く`
_二

F,多

ユtil
‐t,

■ ^ .
‐ りヽ|■‐

［図
団
」

”

／
ノ

●
●
‐

珈



開
山
文
叔
瑞
郁
大
和
尚
塔

臨
済
宗
妙
心
寺
、
創
建
１
５
１
３
年

（牛
牧
寺
山
）
、
再
興
１
６
７
８
年

（現
在
地
ヽ

松
岡
城
主
　
明
南
正
哲
居
■
、
開
山
は
文
叔
瑞
郁
禅
師

【所
在
地
】
下
市
田
４
２
６
８
の
２
　
区
有
地

下
市
田
四
区
市
場
地
区
松
岡
城
址
南
沢
登
り
日
、
こ
こ
に
大
山
祇
神
を
ご
神
体
と
す
る
山
の

神
の
祠
が
あ
る
。

こ
れ
は
嘉
永
４
年

（１
８
５
１
）
に
銚
子
ヶ
洞
水
系
の
四
区
市
場
．
五
区
武
陵
地
．
中
谷
の

文
叔
瑞
郁
禅
師

松
岡
城
主
第
十
二
代
貞
正
の
弟
と
し
て
生
ま
れ
．
僧
と
し
て
厳
格
な
修
業
を
重
ね
．
円
―
二

十
に
て
印
可
証
明
を
得
．
郷
り
の
松
源
寺
．
松
尼
の
龍
円
寺
．
引
左
町
の
龍
津
寺
な
ど
問
山

Ｌヽ

四
十
九
■
に
し
て
勅
命
に
よ
り
京
都
の
妙
心
寺
の
二
十
四
代
件
持
と
な
る
．
六
―
九
―
に

て
遷
化
さ
れ
る
。

松
源
寺
と
龍
渾
寺
を
開
山
じ

た
法
縁
に
よ

っ
て
井
伊
直
政
の

父
直
親
の
少
年
時
代
に
松
源
寺

（当
時
は
牛
牧
に
在
る
）
に
預

る
こ
と
に
な
る
。

山
松
源
寺

ヶ
洞
の
出
の
紳

松源iOn景

開
山
支
叔
瑞
郁
大
和
尚
塔

¨
．
．
．　
・
．
．
¨
．

|   ・ |●   | |.

イJ

綺.=:| .山の神の遠景

銚子ヶ洞の山の神の祠

購
中
の
皆
さ
ん
が
建
立
以
来
．
春
秋
彼
岸
の
中
日
に
銚
子
ヶ
洞

の
山
道
作
り
を
行
い
．
山
の
神
の
祭
り
も
執
り
行

っ
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
近
年
道
路
改
良
が
進
み
．
山
道
の
利
用
も
少
な
く

か

っ
て
の
吉
道
が
見
捨
て
ら
れ
．
昭
和
の
高
度
成
長
期
以
降
恒

例
と
な

っ
て
い
た
山
道
作
り
が
行
わ
れ
ず
、
従

っ
て
山
の
神
の

祭
典
も
中
止
さ
れ
、
最
近
は
山
の
神
の
祠
が
い
た
み
．
境
内
が

荒
れ
果
て
て
今
日
に
至

っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
平
成
十
八
年

（２
０
０
６
）
５
月
１２
日
．
有
志
に

よ
り
祠
の
更
新
と
境
内
の
整
備
を
実
施
し
、
平
沢
神
官
に
よ
る

お
祓
い
を
行
い
．
日
本
古
来
か
ら
の
庶
民
信
仰
を
大
事
に
し
次

世

へ
継
承
を
誓
い
合

っ
た
。

ぶ
ん
ｔ
，
く
す

い
い
く
せ
ん
し

〔四
区
］

が
　
　
ほ
ら

［四
区
］
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一
一●
一
一
あ
ら
　
　
い

０
新
井
の
シ
ャ
ゴ
ジ

●

―

‐
　

　

一

洞
の
シ
ャ
ゴ
ジ
［四
区
］

下
市
田
に
は
古
く
か
ら
手
厚
く
祀
ら
れ
て
き
た
古
神

に

「
二
大
白
ゴ

ニ
シ
ャ
ゴ
ジ
」
が
あ
る
と
い
う
．
新
井

シ
ャ
ゴ
ジ
は
そ
の

一
つ
で
あ
る
。

今
は
新
丼
は
小
島
、
申
原

（櫛
原
）
同
族
の
氏
神
と

な

っ
て
い
る
。

ジ
ャ
ゴ
ジ
に
つ
い
て
は
．
郷
Ｌ
学
者
は
ど
ん
な
神
か

わ
か
ら
な
い
が
．
農
業
に
関
す
る
神
で
あ
る
こ
と
は
確

か
で
あ
る
と
語

っ
て
い
る
．

1■・ Ч ド

新丼ンヤコンの跡

上洞シャ]ジの遠景

一四
区
」

斬
一土
「
シ

ャ
ゴ

一ン
の
こ
退
ユ
京

■
洞
シ
ャ
ゴ
ジ
は
座
光
寺
境
に
あ
る
湯

ヶ
洞

線
沿
い
に
あ
る
．

こ
こ
は
、
林
家

．
統
の
氏
神
と
な

っ
て
お
り
．

例
年
四
月
に
氏
神
祭
が
行
わ
れ
て
い
る
．

民
俗
学
者
柳
田
国
男
氏
は
、
古

い
神
で
稲
作

信
仰
に
関
す
る
神
で
あ
る
こ
と
は
確
か
か
も
し

れ
な
い
か
．
そ
の
名
称
か
ら
来
る
意
味
に
つ
い

て
は
、
解
釈
が
余
り
に
も
多
く
何
を
意
味
す
る

の
か
．
確
か
な
こ
と
は
理
解
で
き
な
い
と
い
わ

れ
て
い
る
。

大
和
政
権
時
代
か
ら
現
在
に
ま
で
至

っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
語

っ
て
い
る
。
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ｏ
式
陵
地
第
一号
古
墳

ふ
　
　
り
ょ
う

　

し
　
　
た
い
　
い
ら
　
、
■
つ
　
　
ヽ
一　
　
ふ
ん

‐●■■″

［五
区
］

【所
在
地
】
小
川
博
志
．氏
宅

南

武
陵
地
第

．
号
占
墳
の
規
模
は
高
さ
却

ｍ
、
奥
行
き
は
”

■

底
幅
郎

ｍ
あ
り
、
そ
の
容
姿
は
墳
上
に

一
位
の
老

木
が
そ
び
え
立
ち
、
そ
れ
ら
の
樹
下
に
は
数
基
の
石
碑
が
建
ち
並
ぶ
．

ヽ
じ
た

，
オ

さ
ら
に
吉
墳
か
ら
――‐
土
し
た
富
本
銭
や
副
葬
品
の
数
々
の
評
価
は
占
く
か
ら
高
く
．
町
内
外
か
ら
注
日
さ
れ
、
平

成
７
年

（１
９
９
５
）
２
月
９
日
二
局
森
町
有
形
文
化
財
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
に
至
っ
た
。

【古
墳
上
の
石
碑
】
　

　

◎
秋
葉
大
権
現
　
　
寛
政
元
年

（１
７
８
９
）
Ｈ
月
１６
日
建
立

０
金
毘
羅
大
権
現
　
天
保
９
年

（１
８
３
８
）
８
月
吉
日
建
立

◎
奎
玉
様
　
　
　
　
嘉
永
４
年

（１
８
５
１
）

古墳上の石碑

古墳から出上した官本銭

イア

武陵地第一号古墳

尋 霞層≡

轟奎日豊豊

現
在
行
わ
れ
て
い
る
秋
業
大
権
現
の
祭
祀
に
つ
い

て
は
、　
一
時
途
絶
え
て
い
た
も
の
を

（故
）
北
林
只

人
氏
の
提
案
に
よ
り
講
人
を
集
め
．
請
人
χ
余
名
に

よ

っ
て
行
わ
れ
て
い
る
．

武陵地第一号古埼の遠景
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④
護

摩

堂
［五
区
］

３
５
０
年
前
（１
６
５
８
頃
）
建
立

【所
在
地
】
仲
平
信
明
氏
宅

横

ｏ
青
面
金
剛

ｔ
ょ
う

　
あ
た
　
　
こ
ん
　
　
ご
う

ｔ

ょ
う

　

あ
ん
　
　
ヽ
一ん
　
　
こ
う

（建
立
時
期
　
不
明
）

［五
区
」

【所
在
地
】
仲
平
信
明
氏
宅
約
１０
ｍ
前

田
村
街
道
沿
い

乳
木
な
ど
を
燃
や
し
仏
に
供
養
析
願
す
る
密
教

（大
目
如
来
の
教
え
）
の
秘
法
だ
と
云
う
。

お
庚
中
様
の
本
体
は
青
面
金
剛
と
さ
れ
て
い
る
．

他
に
二
区
の
庚
申
供
養
碑
、
三
区
の
猿
田
彦
命
．
四
区
の
猿
田
彦
人
神
等
が
あ
る
。

庚
申
と
い
う
の
は
．
十
支
の
庚
と
中

の
重
な
る
日
の
こ
と
で
、
６０
日
に

一
回
ま
わ

っ
て
く

る
。中
国
か
ら
来
た
信
仰
で
．
こ
の
夜
眠

っ
て
い
る
問
に
そ
の
人
の
体
内
に
居
る
と
い
う
．
三
Ｐ

と
言
う
虫
が
い
て
．
こ
の
虫
が
飛
び
出
し
そ
の
人
の
悪
事
を
大
帝
に
告
げ
る
と
い
う
。
そ
の
た

そ
の
仏
教
を
祀

っ
て
あ
る
堂
で
あ
る
．

祈
竹
帥
は
大
方
の
区
域
が
決
め
ら
れ
て
お
り
．
法
院
様

域
内
の
依
頼
者
の
祈
祐
に
携
わ

っ
た
。

年

一
回
、
同
家
の
者
に
よ
り
氏
神
祭
を
し
て
い
る
。

ま

ゾ
ヽ
ヽ
つ

護摩堂の内部

（ほ
う
げ
ん
さ
ま
）
と
呼
ば
れ
、
区

護
摩
堂
と
青
面
全
到
一遠
÷

め
に
地
域
の
人
が
集
ま

っ
て

一
青
面

金
剛
」
を
祀

っ
て
寝
ず
に
日
の
出
を

待
つ
．
こ
れ
を

「お
日
待
ち
」
と
い
い
．

こ
の
よ
う
な
庚
中
信
仰
が
盛
ん
に
な

る
と
．
お
日
待
ち
だ
け
で
な
く

「庚

申
供
養
塔
」
の
建
立
に
ま
で
発
展
し
、

各
所
に
塔
が
建
ち
．
町
内
に
は
こ
の

信
仰
に
関
係
あ
る
石
造
物
は
実
に
１

３
０
有
余
存
在
す
る
よ
う
で
あ
る
。

護摩堂

ｏ
青
面
金
硼

安
永
３
年
前
（１
７
７
４
）
５
月
建
立

【所
在
地
】
武
陵
地
二

原
影
氏
宅
の
横

所
有
者
は
神
奈
川
県
に
移
住

の
林
節
子
さ
ん

元^
地
元
の
地

主
）
，
現
在
地
に
移
嘔
す
る
前
は
久
保
日
元
治
氏
宅

の
北
に
あ

っ
た
．
所
有
者
が
遠
方
の
た
め
親
戚

一
族
が
回
り
番
で
、
年

一
回
ず

つ
の
祭
事
を
実
施
し
て
い
た
が
、
こ
こ
数
十
年
途
切
れ
て
い
る
。

（座
光
寺
の
親
戚
　
吉
老
　
今
村
卓
蔵
氏
に
聞
く
）

［五
区
］

イツ

黎
一

一

・

一］

F■ 1'
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工

き

ご
ん
　
け
ん

ｏ
秋
葉
人
権
児

⑩
坂
牧
城
址

［五
区
］
　

【所
在
地
】
加
藤
敦
子
氏
の
北
側

［五
区
］

【所
在
地
】
新
井
原
東
端
下
段
の
小
台
地

|_ ●

_ ||_     |

1.|■Ⅲ●

ヽ
●
つ

　
　

ｉ
“
ヽ

ヽ
　

　

●
ヽ
―
一
，
′
　
　
ｔ

―
一

坂
牧
城
址
の
違
景

`‐
」
=`L鵡

四
石
碑
を
総
称
し
て
秋
葉
様
と
呼
ん
で
い
る
．

（加
藤
敦
子
さ
ん
か
ら
聞
く
）

秋
葉
人
権
現
碑
　
天
保
２
年

（１
８
３
１
）
Ｈ
月
吉
日
建
立

津
鳥
様
　
　
　
　
人
正
２
年

（１
９
１
３
）
４
月
建
立

庚
中
様
　
　
　
　
不
明

石
灯
籠
　
　
　
　
明
治
２３
年

（１
８
９
０
）

秋
葉
様
の
祭
事
の
講
中
員
は
約
４０
名
ほ
ど
い
て
．
約
２０
年
く

ら
い
前
ま
で
．
毎
年
３
月
１６
日
と
１２
月
１６
日
に
実
施
さ
れ
て
い

た
。
こ
れ
を
復
活
し
よ
う
と
請
中
員
か
ら
発
案
が
あ
り
．
平
成

２１
年
度

（２
０
０
９
）
に
秋
葉
神
社

（静
岡
県
）

へ
お
参
り

し
．
昔
通
り
の
祭
事
と
し
て
実
行
す
る
予
定
で
あ
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。

●

一
■

●

秋
東
大
権
現

今
か
ら
４
０
０
年
余
前

（１
５
８
５
年
頃
ヽ

天
正
の
頃
ま
で
は
松
岡
城
に
付
属
す
る
松
岡

八
十
騎
の

一
人
．
坂
牧
氏
を
主
と
す
る
出
城
で
あ
っ
た
て

こ
の
地
か
ら
は
東
は
天
竜
川
を
越
え
て
林
．
供
野

（伴
野
〓

阿
島
か
ら
神
の
峯
に
か
け
て
．

又
南
は
座
光
寺
．
飯
沼
．
松
尾
方
面
を

一
望
に
お
さ
め
る
．

当
時
は
．
東
に
知
久
氏
．
南
に
小
等
原
氏
が
在
り
、
そ
れ
ら
に
備
え
る
に
は
格
好
の
見
張
り

の
場
所
で
あ

っ
た
。

城
址
に
は
堀
ら
し
い
も
の
は
あ
る
が
、
不
明
で
区
画
が
判
然
と

し
な
い
。
近
く
に
坂
牧
氏
の
枯
古
墳
が
あ
る
。

尚
、
女
中
と
馬
の
悲
し
い
物
語
も
残
さ
れ
て
い
る
。

5′
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さ
い
　

が
い
　

よ
っ　
　
こ
う
　
　
ｋ
・　
　
ね
ん
　
　
●

ｏ
災
春
復
興
記
念
婢

昭
和
７
年
（１
９
７
９
）
「
月
６
日
建
立

【所
在
地
】
下
伊
那
厚
生
病
院
中
央
の
南
側

昭
和
¨
年

（１
９
６
１
）
６
月
下
旬
の
梅
雨

―ｌｉ
線
巣
雨
に

よ
り
．
伊
那
谷
は
未
曾
有
の
修
禍
に
辿
い
．
天
竜
社
は
人
島

川
の
決
壊
に
よ
り
壊
減
的
な
大
損
害
を
こ
う
む

っ
た
．

こ
の
復
―――
に
は
筆
舌
に
ヽ
く
し
椰
い
国
■
を
伴

っ
た
が
．

関
係
者
が

一
九
と
な

っ
て
復
興
に
努
め
た
結
果
．
「転
災
ん

福
」

（災

い
転
じ
て
福
と
為
す
）
を
■
秦
に
造
成
す
る
に
至

り
．
つ
い
に
復
興
を
成
し
送
げ
．
こ
れ
を
記
念
し
て
建
す
き

れ
た
．

_′

プ

［六
区
］

■
■
■

ヽ

復
興
記
念
碑
の
あ
る
場
所

災
害
復
興
記
念
碑

【所
在
地
】

①
下
伊
那
厚
生
病
院
中
央
の
南
側

②
八
十
二
銀
行
駐
車
場
奥

Ｃ
市
田
駅
前
広
場

④
昭
和
通
り
貯
水
槽
横

０
川
端
通
り
貯
水
槽
横

Ｃ
下
，
那
厚
生
病
院
敷
地
内
　
昭
和
３７
年
（１
９
６
２
）

●,●  _

′八十二銀行駐車場真
昭和 22年・1947・

0昭和通り貯水槽横
昭和 6年 (1913)

0市田駅前広場
大正14年 (1925)

こ
の

一本
神
」
は
県
道
バ
イ

パ
ス
の
跨
線
橋
の
下
、
線
路
沿
　
，

い
の
道
路
端
、
下
伊
那
厚
生
病

院
の
フ
ェ
ン
ス
の
中
に
あ
る
。

建
立
は
昭
和
３７
年

（１
９
６

２
）
で

「三
六
水
害
」
の
翌
年

で
あ
る
。

か
っ
て
天
竜
社
の
敷
地
だ

っ

た
所
で
、
再
び
こ
の
よ
う
な
人

き
な
水
害
が
お
こ
ら
な
い
よ
う

に
．
神
に
行

っ
て
建
て
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
．

， ・・い

●
―

不申タ

ノヽ

区

0川端通|,貯水槽横
昭和 10年 (1935)
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さ
ん
　
が

い
　

ば
ん

　

れ

い
　

ひ

ｏ
二
界
萬
霊
暮
［六
区
］

【所
在
地
】
出
砂
原
明
照
寺
前

肛
`ハ

碁

三
界
萬
霊
碑

「前
亡
後
死
二
界
萬
霊
碑
」
は

「正
徳
の
未
満
水
」
の
後

（年
］ゲ
不
明
）
に
建
立
さ
れ
た
。

正
面
の
大
き
な
文
字
の
左
右
に
は
．
小
さ
な
文
字
で
数
行
に
わ
た
り

「未
満
水
」
の
説
明

と
、
こ
の
碑
の
建
立
の
由
緒
が
刻
ま
れ
て
い
る
が
難
読
で
あ
る
。

碑
文
に
つ
い
て
は
以
前
に
人
区
の
故
春
日
胤
雄
氏
に
よ
っ
て
解
読
さ
れ
て
い
る
の
で
、
つ
ぎ

に
同
氏
に
よ
る
読
み
下
し
文
を
掲
載
す
る
。

正
徳
５
年

（１
７
１
５
）
６
月
１８
日
、
山
も
谷
も
淵
も
崩
れ
、
草
地
は
水
に
流
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。
水
没
し
た
菜
の
跡
に
の
こ
っ
た
も
の
を
衆
め
て

一
つ
の
Ｌ
を
造
っ
て
弔
う
。

ど
う
か
縁
の
あ
る
も
の
も
縁
な
き
も
の
も
、
み
な
均
し
く
仏
の
利
益
を
蒙
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
順
う
も
の
で
あ
る
」
。
（『萩
の
郷
』
第
１７
号
所
載
）

当
時
の
下
市
田
安
養
寺
二
世
住
職
、
了
渓
禅
師
の
建
立
と
な
っ
て
い
る
．

0

養 ;

一
三
界
萬
霊
碑
」
に
並
ん
で
建
て
ら
れ
て
い
る
．

碑
の
表
面
に
は

「奉
順
拝
西
国

（二
十
二
所
）
四

同

（人
十
人
所
）
秩
父

（三
十
四
所
）
坂
東

（三

十
三
所
）
供
養
塔
」
と
刻
ま
れ
て
お
り
．
側
面
に

は
大
保
１３
年

（１
８
４
２
）
千
寅
正
月
と
な

っ
て

い
る
．
も
う

一
方
の
側
面
に
は
願
主
上
沼
久
兵
衛
母
と

な

っ
て
お
り
、
推
察
で
は
亡
く
な

っ
た
我
が
子
の

供
養
の
た
め
に
母
親
が
寄
進
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

年
号
か
ら
た
ど
る
と

「出
砂
原
の
六
地
蔵
」
が
再

建
さ
れ
た
翌
年

（
１
８
４
２
）
に
建
て
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
．

|‐   .

一一ξ

臓
・

供養塔のある近景

0)

〓
一一一
０
・一
一́

一
　

・
．
・

■

・　

一

　

．

・

‐
.●

● |

［六
区
］

天
保
１３
年
（１
８
４
２
）
壬
寅
正
月

【所
在
地
】
出
砂
原
明
照
寺
前

供養塔
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'|,入
れ口 {間分,の全景

0.
‐ヤ
‐
お

ノヽ お

井
の

収
り
入
れ
ロ
ツヽ

区

【所
在
地
】
大
島
川
出
口
の
そ
ば

吉
か
ら
天
龍
川
に
沿
っ
た
西
側
に
．
大
島
川
の
水
を
取
水
し
た
大
丼
が
あ
り
、
「小
天
龍
間

分
」
と
言
わ
れ
て
い
た
。
惣
兵
衛
堤
防
築
堤
の
絵
図
面
に
は

「上
の
亀
甲
石
」
の
そ
ば
に

「丼

口
よ
り
‥
」
と
の
記
載
が
あ
り
．
当
時
す
で
に
利
用
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
．

惣
兵
衛
堤
防
は
そ
の
後
、
し
ば
し
ば
改
修
さ
れ
て
お
り
．
大
正
３
年

（１
９
１
４
）
７
月
の

水
害
で
．
こ
の
取
り
入
れ
口
も
決
壊
し
た
た
め
、
大
正
３
年

（１
９
１
４
）
９
月
よ
り
翌
４
年

（１
９
１
５
）
４
月
に
か
け
て
修
復
工
事
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
が

「だ
さ
ら
堤
防
」
と
い
わ
れ
る

も
の
で
．　
長
さ
は
約

１５
ｍ
。
こ
の
時
に
新
し
い
取
り
入
れ
口
も
完
成
し
た
。

掲
載
の
写
真
は
そ
の
取
り
人
れ
日
の
水
門
で
．
そ
の
後
．
地
形
や
水
流
の
変
化
な
ど
に
よ

り
、
現
在
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
．

，
り
入
れ
口
の
遠
景

■

一
　

■
一

●
一
・
　

・〓

―

―

ヽ

・
　

一
¨

て

い
　

　

，
・

堤
記
虫

合 カ

婢

き

っ
　

　

こ
う

　

　

せ
き

亀

甲

石

二
区
の

一亀
甲
石
」
と
と
も
に
．
惣
兵
衛
堤
防
築
堤

測
量
の
基
点
と
な

っ
た
。
以
前
は
天
竜
社
の
敷
地
内
に

あ

っ
た
も
の
が
、　
一
民
家
の
民
家
の
石
垣
に
組
み
込
ま

れ
て
い
て
．　
一
部
分
だ
け
が
出
て
い
た
た
め
．
全
体
の

大
き
さ
が
不
明
だ

っ
た
。
明
神
橋
の
パ
イ
パ
ス
エ
事
に

よ
り
埋
没
の
危
機
と
な
り
、
当
時
の
建
設
省

へ
陳
情
の

結
果
、
保
存
の
措
置
が
と
ら
れ
た
。

現
在
は
大
竜
河
畔
の
水
防
小
屋
の
前
の
空
き
地
に
保

存
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
．
表
面
が
削
ら
れ
て
刻
字
が
不
鮮
明
の
た
め
、

下
市
四
史
談
会
で
は
平
成
１５
年

（２
０
０
３
）
に
二
区

の
も
の
を
拓
本
に
と
り
．
業
者
に
依
頼
し
て
再
刻
し
現

在
に
至

っ
て
い
る
。

ひ

［六
区
］

大
正
４
年
（１
９
１
５
）
建
立

記
念
碑

一所
在
地
】

下
市
日
二
区

旧

一水
天
宮
」
の
横

別
記

一
だ
さ
ら
堤
防

一
”
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昭和39年 (1964)市口駅改黙 れる。

市
口
駅
周
辺昭和末期の市田駅前の姿

改築前の市口駅の西口

_=,蒙目目螢:

現在の市田駅前

改築前の市田駅

旧市田郵便局が2月 19日 に取り

壕され昭和36年・19611111月 7
日に完成ンた。ここでは当時上

市田・山吹・神稲の電話,換業
務も行ゎれていた.今 は吉口に
移されている

出砂原の上の方にあった八十二銀行が

駅前べ移転する。

農協Aコーブ前の□道 153号線.この右側 |こ A
コープが設立された.
昭和40年 +196515月 13日北原台地上よ

"最

影 .

昭和37●・1962'.婦大会の要望にJ',建設された母
子健康センタ~.昭和57■ ■982.廃止とな|,.寝たき

',老
人の-1■預か

',の
市投 す|,.間 もなく廃止となる.

今は住宅地とな●ている.

Ａ
コ
ー
プ
下
市
口
店

昭和61年 `1986)に 農協Aコ
ープが建設された.ここの

款す11は下市田司製糸工場の用水の貯水池があった。
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母
子
健
康
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タ
ー

母子センターの跡地に住宅が建つ.
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当時の朝神橋
明治42年 (1909).田 村の片桐良作の出資と.両地元の協力によっ
て吊|′橋として明神橋浚工する。

明
紳
橋
の
変
塁
と
虫
砂
原
堤
防

,| . 
● ・ ●・‐

.

|― _ ●●●

完成した朗神橋と間もなく取り埃されようとしている.
旧明神橋 (右側の橋 )

明神橋架け替え前の橋の麓の姿
(茂吉の歌碑はここにあった)

厳由麟由

・編饉巌隆自饉.基菫畠|セ
`

´

36災害以後.補強された出|′原堤防

■
ヽ
・ヽ

●̈

・
―
ム
，
■

キ
ヤ
ー
ー

天竜,下
'す

0市田捲 .出砂原場防｀

後万0,1.ま惣兵衛堤防

■ :■
~‐

橋

の

工

事

前

の

南

の

麓

″||

1張

"

,榜′粉
4″″
`′

,1

昭和7年・19321.交通の急増 ,こよ|,.ワーレン式由弦1同
式による橋に架け替え.ジ1た .

平成8年 (1996).架け替えられた橋

明神橋の左手前の小公0(茂吉の歌碑 )

!

●■

36災 害後に捐強工彗されてtヽる出砂原堤防

橋の架け替え後の麓の変容
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旧
市
口
小
学
校
の
変
遷

明
治
６
年

（１
８
７
３
）
、
下
市
田
訓
蒙
小
学
校
と
し
て
発
足
し
、
現
在
地
に
新
校
舎
設
立
す
る
も
火
災
に
遇
い
．

明
治
２１
年

（１
８
８
８
）
に
新
築
し
た
校
舎
が
現
在
の
建
造
物
で
、
当
時
建
築
し
た
位
置
と
は
違
い
．
明
治
末
に
現
在

地
に
移
動
し
、
若
千
の
改
造
は
行
わ
れ
て
き
た
が
．
本
体
は
当
時
の
ま
ま
で
．
貴
重
な
建
造
物
と
し
て
町
の
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。

1 ]

・ ~‐ ´

下市田学校 (明治21年 (1388,新築).萩山神社の参道が
向こうの林である。

下市口学校校合移転記
=明
治43年 (1910),

北の原方面

1月習科の生徒の活動と思ゎれる

●ヽ'

,,         |

虫
砂
原
少

理
橋
附
夏
の
ホ
ノX_

容

都市計画事業の一環として.県農業試験場跡
地に建設予定の中央児童公園.

1嵯El

:言缶

現在の歩道橋付近 西方 役場・公民館方面

■

窓のだ子から.移‐1直後の学

"と

思われる。

下市田学校の校舎を廃上し保育所となる.
(昭和56年 3月 (1981)完成)

1日下市田学校西側 .児童の玄間である。
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天
白
神
の
祀
ら
れ
て
い
た
出
砂
原
天
自
台
地
は
．
惣
兵
衛
堤
防

の
測
地
基
点
と
も
な

っ
て
い
た
が
、
出
砂
原
の
開
発
と
共
に
平
地

化
さ
れ
．
現
在
の
熊
谷
モ
ー
タ
ー
辺
り
が
中
心
で
あ

っ
た
ろ
う
と

言
わ
れ
て
い
る
．

な
お
、
こ
の
大
自
神
の
祠
は
市
岡
愛
介
さ
ん
宅
に
氏
神
と
合
祀

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
大
自
の
森
は
平
に
さ
れ
．
住
宅
が
建

っ
て
い
る
が
．
こ
の

熊
谷
モ
ー
タ
ー
ス
の
裏
の
辺
り
か
ら
高
台
と
な

っ
て
．
当
時
の
面

影
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

.1,す・・
｀●``
・ヽ

巨
木
・古
墳
・そ
の
他

熊谷モータース.この辺からや｀西よ|′当た|,に

天白の森があ―たという.

親木は枯れ.新しい枝が伸びてきた(平成期) 県天然言E念物下市田の終 (昭和期が最盛期 )

下
市
用
に
は
多
く
の
古

墳
が
あ
る
が
、
こ
の
古
墳

は
市
田
で
は
最
大
で
２０

ｍ

位
の
径
で
、
有
段
式

（
二

段
式
）
で
郡
下
で
も
珍
し
く
、

大
切
に
保
存
し
た
い
。

町
で
は
文
化
財
指
定
を

す
る
た
め
補
修
な
ど
し
て

準
備
を
進
め
て
い
る
。

（平
成
”
年
現
在
）

畑中の塚 (全部一号墳)二段式吉墳

ろ7

畑中の塚南入口2区バーシモン会無 集会所
｀
南世1に生育

していたた.,拝されて今は証い.
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